
資
料
紹
介

旧
百
崎
家
住
宅
蔵
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書

︱
︱
幕
末
佐
賀
藩
士
の
書
簡
十
二
通
︱
︱

多
久
島

澄

子

は
じ
め
に

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
六
日
の
午
後
の
事
で
あ
っ
た
︒
佐
賀
藩
士
石
丸
虎
五
郎
︵
安

(１
)

世
︶
宛
の
書
簡
を
︑
佐
賀
市
水
ヶ
江
横
小
路
の
旧
百
崎
家
住

(２
)

宅
︵
国
の
登
録
有
形
文
化

財
︶
で
発
見
し
た
︒
そ
の
日
は
︑
常
照

(３
)

院
見
学
の
案
内
を
︑
旧
蹟
に
詳
し
い
南
里
早
智

(４
)

子
氏
に
頼
ん
で
い
た
︒
そ
の
帰
途
︑
南
里
氏
か
ら
﹁
石
井
長

(５
)

庵
縁
の
家
に
も
寄
ろ
う
か
﹂

と
誘
わ
れ
旧
百
崎
家
住
宅
を
初
め
て
訪
れ
た
︒
先
に
玄
関
を
上
っ
た
南
里
氏
が
﹁
石
丸

安
(６
)

世
が
﹂
と
筆
者
を
呼
ば
れ
︑
目
に
し
た
の
が
江
藤
又

(７
)

蔵
︵
新
平
︶
と
石
丸
虎
五
郎
︵
安

世
︶
の
名
前
で
︑
南
里
氏
が
読
ま
れ
た
の
は
大
木
喬
任
書
簡
の
宛
名
︑
石
丸
安
世
で

あ
っ
た
︒
下
部
は
物
陰
で
見
え
な
か
っ
た
︒

石
丸
安
世
は
慶
応
元
年
イ
ギ
リ
ス
へ
密
航
留
学
し
︑
明
治
四
年
に
工
部
省
初
代
電
信

頭
と
な
り
︑
明
治
六
年
二
月
︑
東
京
・
長
崎
間
の
電
信
開
通
を
成
し
遂
げ
た
人
物
で
︑

又
蔵
と
虎
五
郎
は
共
に
天
保
五
年
生
れ
で
あ
る
︒

後
日
調
べ
た
結
果
︑
一
二
通
の
書
簡
が
屏
風
に
貼
ら
れ
て
い
た
︒

所
有
者
の
服
部
康
喜
・
服
部
八
重
ご
夫
妻
を
交
え
︑
大
園
隆
二
郎
・
古
川
英
文
・
藤

井
祐
介
・
三
ツ
松
誠
・
山
口
久
範
・
碇
美
也
子
・
山
口
佐
和
子
・
多
久
島
澄
子
の
一
〇

名
で
解
読
会
が
発
足
し
た
︒
詳
細
は
︑
別
表
１
の
通
り
で
あ
る
︒

本
稿
の
一
節
で
は
︑
百
崎
家
の
由
来
を
た
ど
り
何
故
石
丸
家
書
簡
文
書
が
百
崎
家
に

伝
わ
っ
た
の
か
推
量
し
た
︒
二
節
で
は
資
料
の
翻
刻
を
著
し
︑
三
節
で
石
丸
安
世
を
中

心
に
資
料
解
説
を
行
っ
た
︒
百
崎
と
百
﨑
の
表
記
に
つ
い
て
は
︑
国
と
県
の
認
定
証
を

表
わ
す
と
き
の
み
百
﨑
と
し
︑
他
は
百
崎
に
統
一
し
た
︒

一
︑
百
崎
家
と
石
井
家

㈠

｢︱
西
海
日
記
︱
勇
魚
取
り
﹂
か
ら

百
崎
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
︑
旧
百
崎
家
住
宅
の
現
当
主
服
部
八
重
氏
の
父
親
︑
岸

川
雅

(８
)

俊
︵
大
正
一
三
年
生
︶
氏
が
昭
和
五
八
年
︵
一
九
八
三
︶︑
九
州
大
学
医
学
部
外
科

第
一
講
座
同
門
会
誌
に
﹁
︱
西
海
日
記
︱
勇
魚
取

(９
)

り
﹂︵
以
下
︑﹁
西
海
日
記
﹂
と
略
す
︶

を
発
表
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
﹁
西
海
日
記
﹂
は
︑
岸
川
氏
の
祖
父
に
当
た
る
百
崎
知
親

︵
天
保
八
年
～
明
治
二
六
年
︶
の
日
記
が
底
本
と
思
わ
れ
る
︒
と
い
う
の
も
︑
服
部
八
重

氏
が
百
崎
知
親
の
日
記
を
基
に
岸
川
雅
俊
氏
が
﹁
西
海
日
記
﹂
を
書
き
上
げ
た
の
を
目

撃
し
て
い
る
︒
現
在
の
と
こ
ろ
原
本
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
︑
百
崎
家
の
ど
こ
か
に

あ
る
は
ず
︵
服
部
八
重
氏
談
︶
と
の
こ
と
で
あ
る
︒

｢西
海
日
記
﹂
巻
頭
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
和
本
︵
写
真
Ａ
︶
表
紙
は
﹁
明
治
廿
壱
年

一
月
ヨ
リ
／
日
誌
／
五
島
捕
鯨
會
社
／
百
崎
知
親
﹂
と
読
め
る
︒
こ
れ
が
﹁
西
海
日
記
﹂

の
底
本
で
あ
る
百
崎
知
親
の
日
記
で
あ
ろ
う
︒

以
下
は
﹁
西
海
日
記
﹂
を
典
拠
に
百
崎
家
の
こ
と
を
多
久
島
が
書
い
た
︒

旧百崎家住宅蔵石丸安世家書簡文書
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別表１ 石丸安世家書簡文書研究会

氏 名 所 属 文書番号

1 大 園 隆二郎 佐賀歴史研究会 №10

2 古 川 英 文 佐賀城本丸歴史館 №２ №５

3 藤 井 祐 介 佐賀城本丸歴史館 №３ №７

4 三ツ松 誠 佐賀大学地域学歴史文化研究センター №４ №12 №13

5 山 口 久 範 佐賀県立図書館 №１ №９

6 山 口 佐和子 佐賀市文化振興課歴史文献調査専門 №11

7 碇 美也子 佐賀歴史研究会 №６

8 服 部 康 喜 旧百崎家住宅（国登録有形文化財）

9 服 部 八 重 旧百崎家住宅（国登録有形文化財）

10 多久島 澄 子 佐賀歴史研究会：事務局 №８

◎第一回開催 平成31年４月27日（土）10：00〜12：00 佐賀城本丸歴史館会議室

◎第二回開催 令和元年５月25日（土）13：30〜15：30 赤松公民館

◎第三回開催 令和元年６月22日（土）13：30〜15：30 赤松公民館

◎会員

※服部家所蔵の書簡12通（但し江藤又蔵書簡は№７と№１と担当者２名）を読みました。

第一回の担当者 古川英文、№２、副島種臣（次郎）から石丸安世（虎五郎）、長森敬斐（傳次郎）宛書簡

藤井祐介、№３、武富定保（文之助）から向井次郎作宛書簡

三ツ松誠、№４、前山清一郎から向井次郎作、石丸十作宛書簡

三ツ松誠、№13、千住大之助、横山平兵衛、古川與一から石丸虎五郎宛書簡

山口久範、№９、伊東外記から石丸嘉右衛門宛書簡

多久島澄子、№８、大木喬任から石丸安世宛書簡

第二回の担当者 藤井祐介、№７、江藤又蔵（新平）から前半部分（石丸虎五郎宛）

山口久範、№１、江藤又蔵（新平）後半部分（石丸虎五郎宛）

山口佐和子、№11、佐野寿左衛門（常民）から石丸虎五郎・馬渡八郎宛

第三回の担当者 古川英文、№５、（古賀）一平から（石丸）虎五郎宛

碇美也子、№６、空閑（次郎八）・島（團右衛門）から石丸（虎五郎）宛

大園隆二郎、№10、枝吉杢助（神陽）から石丸虎五郎宛

三ツ松誠、№12、本島藤太夫から石丸虎五郎宛



明
治
一
七
年
︵
一
八
八
四
︶
春
︑
知
親
は
﹁
今
回
設
立
の
五
島
捕
鯨
会
社
︑
邦
家
発

展
の
為
︑
出
資
参
加
を
懇
願
申
上
候
﹂
と
書
か
れ
た
﹁
前
の
長
崎
県
会
議
長
︵
明
治
十

一
年
の
府
県
会
規
則
︶
小
城
藩
出
身
松
田
正

(10
)

久
殿
︵
後
に
衆
院
議
長
司
法
大
臣
︑
男
爵
︶

の
至
急
便
を
手
に
し
た
﹂︒﹁
追
い
掛
け
る
よ
う
に
し
て
︑
八
太
郎
殿
︵
大
隈
重
信
︶
か

ら
文
が
着
い
た
の
は
︑
こ
れ
も
鯨
組
肝
煎
り
衆
か
ら
東
京
へ
根
回
し
し
た
か
ら
に
違
い

な
い
︒
東
北
へ
十
丁
︑
天
保
九
年
︵
一
八
三
八
︶
会
所
小
路
に
生
れ
た
八
殿
は
︑
亡
き

江
藤
新
平
殿
の
四
歳
下
︑
知
親
の
一
歳
下
で
︑
物
理
的
な
意
味
で
は
竹
馬
の
友
だ
が
︑

﹁
(11
)

乱
﹂
当
時
郷
里
の
苦
難
を
他
所
に
︑
独
り
廟
堂
に
留
っ
た
当
人
に
対
し
て
は
︑
今
も
些

か
の
わ
だ
か
ま
り
が
あ
る
﹂
と
鯨
組
参
加
の
顛
末
が
書
か
れ
て
い
る
︒

百
崎
知
親
は
︑
大
隈
八
太
郎
︵
重
信
︶
を
一
歳
下
と
言
っ
て
い
る
の
で
︑
天
保
八
年

︵
一
八
三
七
︶
生
れ
で
あ
る
︒
大
隈
家
か
ら
見
た
百
崎
家
は
南
西
一
〇
丁
︵
約
一
ｋ
ｍ
︶

の
場
所
と
な
る
︒
知
親
と
八
太
郎
は
竹
馬
の
友
と
言
う
︒

意
を
決
し
た
知
親
は
︑
幾
ば
く
か
の
現
金
・
明
治
九
年
交
付
の
家
禄
公
債
・
東
与
賀

の
田
地
九
反
・
牛
津
の
粉
ひ
き
場
の
権
利
を
処
分
し
︑
千
円
を
捻
出
し
て
鯨
組
に
参
加

し
(12
)

た
︒
明
治
二
〇
年
︵
一
八
八
七
︶
晩
秋
︑
庶
務
担
当
を
要
請
さ
れ
た
知
親
は
五
島
灘

を
渡
り
有
川
の
五
島
捕
鯨
会
社
に
赴
任
し
た
︒

知
親
は
明
治
一
三
年
︵
一
八
八
〇
︶︑
一
人
娘
の
ト
ヨ
に
旧
藩
医
石
井
長

(13
)

益
の
二
男
次

郎
(14
)

助
を
婿
養
子
に
迎
え
て
い
た
︒
ト
ヨ
と
次
郎
助
の
間
に
︑
欽

(15
)

一
︑
ハ
マ
が
生
れ
︑
知

親
の
五
島
在
勤
中
に
一
夫
が
生
ま
れ
た
︒

知
親
の
先
祖
は
天
正
一
二
年
︵
一
五
八
四
︶︑
龍
造
寺
隆
信
が
島
原
で
落
命
の
砌
︑
総

崩
れ
を
防
い
だ
殿
軍
に
所
属
し
て
い
た
功
で
︑
二
八
〇
年
間
︑
三
〇

(16
)

石
を
い
た
だ
い
て

き
た
︒
知
親
は
明
治
四
年
一
月
︑
直
正
御
逝
去
の
際
︑
か
つ
て
︑
御
納
戸
役
末
端
で

あ
っ
た
た
め
︑
見
事
な
銀
煙
管
を
形
見
と
し
て
頂
戴
し
た
︒
そ
れ
は
五
節
句
の
さ
ま
を

巧
み
に
彫
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒

明
治
二
一
年
七
月
一
〇
日
︑
漁
期
が
終
り
︑
知
親
は
有
川
を
発
し
た
︒
一
二
日
︑
長

崎
東
中
町
六
番
地
に
副
島
信
太

(17
)

郎
を
訪
問
し
久
闊
を
叙
し
︑
一
三
日
午
後
六
時
︑
長
崎

港
で
乗
船
し
た
源
丸
は
︑
島
原
︑
百

(18
)

貫
を
経
て
諸
富
津
に
着
船
し
た
︒
人
力
車
で
帰
宅

し
た
の
は
七
月
一
四
日
で
あ
っ
た
︒
こ
の
年
の
正
月
か
ら
︑
隣
の
大
崎
小
路
に
診
療

(19
)

所

を
持
っ
た
次
郎
助
夫
婦
が
出
迎
え
た
︒
百
崎
知
親
は
︑
明
治
二
六
年
︵
一
八
九
三
︶
死

去
し
た
︒
五
七
歳
で
あ
っ
た
︒

百
崎
次
郎
助
の
兄
石
井
重
義
の
孫
︑
影
山
信
雄
氏
所
蔵
の
﹁
石
井
家
系
譜

(20
)

写
﹂
に
よ

れ
ば
︑
石
井
家
は
龍
造
寺
隠
岐
守
藤
原
家
貞
を
初
代
と
し
て
次
郎
助
の
父
石
井
長
庵
藤

原
胤
章
は
一
二
代
目
に
当
る
︒
八
代
目
石
井
藤
原
自
伯
︵
旧
姓
名
︑
石
井
卜
庵
︶
か
ら

医
道
を
家
業
と
し
た
︒
九
代
目
石
井
長
運
藤
原
胤
倫
の
時
か
ら
佐
賀
藩
藩
医
と
な
り
︑

次
郎
助
の
兄
一
三
代
石
井
重
義
ま
で
続
い
た
︒

百
崎
家
と
石
井
家
の
関
係
は
別
表
２
の
系
図
に
示
し
た
︒

旧百崎家住宅蔵石丸安世家書簡文書
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写真Ａ 九州大学医学部外科第一講座

『同門会誌』18巻、岸川雅俊

「−西海日記−勇魚取り」22頁所載
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別
表
２

百
崎
家
略
系
図

服
部
八
重
氏
聞
取
り
と
以
下
の
資
料
か
ら
多
久
島
澄
子
が
作
成
し
た
︒﹁
石
井
家
系
譜
写
﹂︵
千
葉
県
市
川
市
高
石
神
泰
福
寺
影
山
信
雄
蔵
︶
／
影
山
堯
雄
作
成
﹁
過
去
帳
﹂︵
影
山
信
雄
所
蔵
︶
／
岸
川
雅
俊
著
﹁
︱

西
海
日
記
︱
勇
魚
取
り
﹂﹃
九
州
大
学
医
学
部
外
科
第
一
講
座
同
門
会
誌
﹄
第
十
八
巻
︑
一
九
八
三
年
︶
／
百
崎
家
潮
音
寺
墓
石
／
百
崎
家
戒
名
札
／
影
山
信
雄
氏
書
簡
︒

石
井
家
の
墓
は
佐
賀
市
本
庄
町
鹿
子
常
照
院
に
あ
っ
た
が
︑
平
成
八
年
一
二
月
に
佐
倉
へ
移
葬
さ
れ
た

玄
譽
衟
雲
居
士
（
寛
政
五
年
没
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紀
伊
）
周
平

金
孟
浄
頓
居
士
（
文
政
二
年
没
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

杵
島
郡
福
富
紀
伊
周
道
二
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
紀
伊
）
フ
シ
（
昭
和
四
七
年
没
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ス
マ

百
崎
儀
右
衛
門　
　
　
　
　

百
崎
知
親　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 　
（
服
部
）
康
喜

安
政
六
年
没
五
八
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ヨ
（
昭
和
一
七
年
没
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ツ
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
長
運
（
石
井
家
一
一
代
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

長
男
欽
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

八
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岸
川
雅
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
男
次
郎
助
（
百
崎
）　　
　
　
　
　
　

  

ハ
マ　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
（
知
次
郎
と
佐
高
の
同
級
生
）　　
　

  　
　
　

 　
佐
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ミ
キ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一
夫
（
大
正
八
年
没　

三
二
歳
）　　
　
　
　
　
　
　

攝
一
（
享
年
五
）　 　
　
　
　
　
　
　
　

美
和　

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

志
磨
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ヨ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

知
次
郎
（
昭
和
二
〇
年
八
月
九
日
没　

享
年
二
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

  

四
男
元
一
（
湯
原
家
を
継
ぐ
）　　
　

   　
　

  
真
砂
（
昭
和
四
三
年
没　

六
四
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   
貫
之
（
昭
和
二
〇
年
没　

四
六
歳
）

　
　

 （
湯
原
）
ハ
マ　
　
　
　
　
　
　

 

長
男
重
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
男
石
井
孝
義
（
明
治
三
五
年
馬
渡
島
百
崎
次
郎
助
宅
で
死
去　

享
年
二
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
雲
廣
瀬
藩
（
鈴
木
）
延　
　
　

 

二
男
影
山
堯
雄
（
千
葉
県
市
川
市
高
石
神
、
泰
福
寺
二
七
世
、
本
地
院
日
深
上
人
、
立
正
大
学
名
誉
教
授
文
学
博
士
、
昭
和
五
八
年
没　

享
年
九
八
）　　
　

 

影
山
信
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
男
周
造
（
明
治
二
三
年
没　

二
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

四
男
重
行
（
昭
和
三
八
年
没　

七
〇
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
重
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
町
）　

徳
子

石
井
家
一
二
代

佐
賀
藩
医

　

 

石
井
長
庵
・
長
益

　

 　
（
元
治
元
年
四
月
没
）

蓮
心
院
妙
種

日
清
大
姉

（
寛
政
四
年
没
）



㈡

服
部
家
聞
き
取
り

旧
百
﨑
家
住
宅
︵
水
ヶ
江
横
小
路
三
丁
目
︶
は
︑
百
崎
欽

(21
)

一
︵
一
八
八
〇
～
一
九
五

五
︶
が
︑
或
る
未
亡
人
よ
り
買
い
取
っ
て
大
正
三
年
︵
一
九
一
四
︶
に
百
崎
医
院
を
開

業
し
︑
家
族
の
増
加
に
伴
い
離
れ
を
増
築
し
た
︒
建
物
は
そ
の
後
欽
一
と
同
様
開
業
医

と
な
っ
た
娘
婿
の
岸
川
雅
俊
が
百
崎
医
院
と
と
も
に
受
け
継
ぎ
︑
岸
川
雅
俊
の
長
女
で

あ
る
服
部
八
重
氏
が
現
在
の
所
有
者
で
あ
る
︒
名
称
を
﹁
旧
百
﨑
家
住
宅
主
屋
﹂
と
し

て
二
〇
一
六
年
︑
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
︒
二
〇
一
九
年
一
一
月
︑
次

の
認
定
証
が
佐
賀
県
か
ら
届
い
た
︒﹁
認
定
証
／
旧
百
﨑
家
住
宅
／
22
世
紀
に
残
す
佐

賀
県
遺
産
と
し
て
認
定
し
ま
す
／
認
定
日
令
和
元
年
11
月
５
日
／
認
定
番
号
第
２
０
１

９
︱
１
号
／
佐
賀
県
﹂︵
服
部
八
重
氏
所
蔵
︶︒

石
丸
家
の
書
簡
文
書
が
貼
ら
れ
た
屏
風
に
つ
い
て
は
︑
服
部
八
重
氏
は
母
親
ツ
ユ
氏

か
ら
何
も
聞
い
た
こ
と
が
無
い
と
い
う
︒
と
い
う
こ
と
は
︑
ツ
ユ
氏
の
父
親
欽
一
氏
の

代
に
入
手
し
た
も
の
で
は
無
く
︑
知
親
が
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

二
︑
資
料
翻
刻

︻
凡
例
︼

一
︑
補
っ
た
箇
所
は
(

)で
示
し
た
︒

一
︑
固
有
名
詞
は
原
文
の
ま
ま
表
記
し
他
は
通
行
の
字
体
と
し
︑
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
︒

一
︑
追
伸
が
文
頭
の
行
間
に
書
か
れ
た
№
５
は
︑
追
伸
分
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
た
︒

一
︑
書
簡
の
作
成
年
が
比
定
で
き
る
場
合
に
は
︵

︶
を
付
け
て
示
し
た
︒

一
︑
便
宜
上
︑
書
簡
に
番
号
︵
１
～
13
︶
を
付
し
た
︒
順
序
は
写
真
Ｂ
・
Ｃ
に
示
し
た
︒

一
︑
最
初
に
書
簡
文
書
番
号
７
を
も
っ
て
き
た
の
は
書
簡
文
書
番
号
１
の
前
半
分
に
当

た
る
た
め
で
あ
る
︒

旧百崎家住宅蔵石丸安世家書簡文書
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別表３ 石丸安世家書簡文書関係者一覧 多久島澄子作成

氏 名 享年

向井次郎作
1804：
文化元

不明 1866：慶応２年８月16日（小城日記に在）

伊東外記（次兵衛）
1806：
文化３

1890：
明治23 85

武富文之助（定保・圯南）
1808：
文化５

1875：
明治８ 68

本嶋藤太夫
1810：
文化７

1888：
明治21 79

横山平兵衛
1812：
文化９

不明
1868：慶応４年閏４月12日
（佐賀藩幕末関係文書調査報告書に在）

古川與一
1813：
文化10

1871：
明治４ 59

千住大之助
1814：
文化11

1878：
明治11 65

石丸十作（嘉右衛門）
1817：
文化14

1884：
明治17 68

枝吉神陽（杢助）
1822：
文政５

1862：
文久２ 41

島義勇（團右衛門）
1822：
文政５

1874：
明治７ 53

佐野常民（寿左衛門）
1822：
文政５

1902：
明治35 81

前山清一郎
1823：
文政６

1896：
明治29 74

副島種臣（次郎）
1828：
文政11

1905：
明治38 78

空閑次郎八
1830：
天保元

1862：
文久２ 33

古賀定雄（一平）
1832：
天保３

1877：
明治10 46

大木喬任（民平）
1832：
天保３

1899：
明治32 68

長森敬斐（傳次郎）
1834：
天保５

1902：
明治35 69

江藤新平（又蔵）
1834：
天保５

1874：
明治７ 41

石丸安世（虎五郎）
1834：
天保５

1902：
明治35 69

鍋島直正
1814：
文化11

1871：
明治４ 58

百崎知親
1837：
天保８

1893：
明治26 57

大隈八太郎（重信）
1838：
天保９

1922：
大正11 85
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写真Ｂ 旧百崎家所蔵石丸安世家書簡12通（№１は№７の続き）

№１

江藤又蔵（胤雄）から

石丸 五郎あて

№７の続き

７月21日

№２

副島種臣から

石丸（安世）・長森（敬斐）あて

３月27日

№３

武富文之助から

向井次郎作あて

６月６日

№４

前山清一郎から

向井次郎作・石丸十作あて

５月11日

№５

古賀一平から

石丸虎五郎あて

（安政６年）４月９日

№６

空閑（次郎八）・島（團右衛門）から

石丸（虎五郎）あて

４月25日
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写真Ｃ

№７

江藤又蔵（胤雄）から

石丸 五郎あて

№１へ続く

№８

大木喬任から

石丸安世あて

10月21日№９

伊東外記から

石丸嘉右衛門あて

９月２日

№10

枝吉杢助（経種・神陽）から

石丸 五郎あて

（安政４年）12月29日

№11

佐野寿左衛門から

石丸 五郎・馬渡八郎あて

1868年（慶応４＝明治元）２月10日

（月曜日）

№12

本島藤太夫から

石丸 五郎あて

（文久元年）２月20日

№13

千住大之助・横山平兵衛・古川與一

から

石丸 五郎あて

６月22日



︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
７
︼︵
担
当

藤
井
祐
介
︶

猶
以
轉
殿
・
壽
一
殿
江
も

よ
ろ
し
く
被
仰
置
被
下
度

奉
希
候
︑
以
上

一
筆
啓
上
仕
候
︑
残
暑
殊

之
外
難
凌
御
座
候
処
︑
倍

御
安
康
被
成
御
勤
珎
重

御
儀
奉
存
候
︑
次
ニ
少
子
之
儀

無
事
消
光
罷
在
候
間
︑

乍
憚
左
様
思
召
可
被
下
候
︑

御
出
立
後
御
文
ニ
而
も

相
知
り
失
敬
之
至
思
召
之
程

奉
畏
入
候
︑
反
而
貴
所
様
よ
り

折
々
御
芳
信
被
下
︑
右
御

返
事
も
不
申
上
有
様
︑

親
共
不
快
ニ
有
之
︑
旁
辛
労

懸
而
奔
走
仕
取
紛
︑
前
断

之
通
御
無
礼
何
卒

御
海
恕
被
下
置
度
︑
夫
而
已

奉
存
候
︑
扨
御
出
立
時
分

御
頼
相
成
候
﹁
三
兵
答
古

知
幾
﹂
之
存
も
︑
右
之
取
紛

ニ
而
写
方
延
引
︑
漸
ク
昨
今

御
宿
元
よ
り

写
仕
廻
折
々
御
仕
送
相
成

可
被
申
︑
尤
御
相
談
申
上
候
通

少
子
も
御
蔭
を
以
右
之

書
籍
写
置
度
奉
存

候
付
︑
写
仕
廻
候
迄
御
恩
借

被
仰
付
置
被
下
度
︑
任
兼
日
︑

扨
今
又
御
相
談
仕
候
儀

御
座
候
︑
実
ハ
ヶ
様
大
延
引

仕
候
付
而
は
︑
早
速
御
佗
迄

可
仕
筈
之
処
︑
右
様
御
相
談

仕
候
儀
は
実
ニ
奉
汗
顔
候
︑

爰
許
ニ
は
余
り
差
変

候
儀
も
無
御
座
候
︑
引
当
り
は

孟
宗
勝
御
火
術
力
鍛
錬

南
ニ
温
泉
山
烏
ハ
が
あ
〳
〵

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
１
︼︵
担
当
山
口
久
範
︶

鳶
ハ
ピ
イ
〳
〵
〳
〵
御
推
察
可

被
下
候
︑
夫
ニ
引
変
其
御

地
ニ
は
︑
亜
米
利
加
・
(英
)

咭(吉
)

利

期(斯
)

・
和
蘭
陀
・
魯
西
亜
之
船
共
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出
入
︑
是
ハ
海
之
累
之
由
︑
又

山
ハ
新
筑
・

(新
筑
後
屋
)

中
筑

(中
の
筑
後
屋
)同
夜
歓
娯

之
声
数
而
之

(多
カ
)

妓
共
連
袖

情
を
含
春
色
千
万

貴
所
様
ハ

兼
而
御
探
練
之
兵
法
︑
海
戦

之
儀
は
勿
論
︑
山
戦
ハ
所
其
長

其
術
之
御
容
子
は
眼
前

拝
見
不
仕
こ
そ
遺
恨
之
至

奉
存
候
︑
伝
聞
山
本
勘
助

武
田
家
ニ
仕
ヘ
︑
同
家
之
兵
は

収
る
事
数
年
︑
是
故
北

面
上
杦
を
制
申
候
︑
南
面
北
条

を
攻
︑
則
旗
を
返
シ
髑
を
直
し

織
右
府
を
一
戦
ニ
破
︑
殆
旌
を

中
原
ニ
建
︑
是
練
兵
之
功
と

奉
存
候
︑
貴
所
様
迄
ニ
西
方

之
佳
人
を
御
招
有
之
︑
練
兵

数
年
︑
近
来
信
玄
之
御
手
き
ハ

さ
そ
〳
〵
と
奉
存

何
事
も

後
音
を
奉
期
候
︑
唯
々
い
た

ま
し
き
ハ
西
方
佳
人
君
ニ

別
れ
て
寂
莫
︑
高
坂
・
馬
場

輩
信
玄
を
失
而
嘆
ク
ニ
同

か
ら
ん
と
奉
存
候
︑
恐
惶
謹
言

先
以
︑
時
候
御
見
舞
方
々
戯

れ
の
至
︑
平
ニ
御
免
猶
期

後
音
之
時
候

恐
惶
謹
言

江
藤
又
蔵

胤
雄

︵
安
政
五
年
︶

七
月
廿
一
日

石
丸
乕
五
郎
様

御
直
披

二
白
本
文
之
次
第
御

無
礼
千
万
平
御
免

被
下
候

以
上

旧百崎家住宅蔵石丸安世家書簡文書
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︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
２
︼︵
担
当
古
川
英
文
︶

頃
日
は

御
両
公
御
入
来
之

処
居
悪
敷
他
賓

襍(雑
)

沓
充
分
難
得

尊
意
︑
思
召
も
如
何
と

奉
存
候
︑
扨
明
日
は

好
文
楼
に
て
御
侍
者

之
御
約
束
致
遊

候
得
は
︑
無
拠
事
故
出
来

候
間
︑
当
日
丈
御
宥
免

可
給
候
︑
此
段
為

御
断
如
斯
御
坐
候
︑

三
月
廿
七
日

副
島
種
臣拝

石
丸
様

長
森
様

坐
右

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
３
︼︵
担
当
藤
井
祐
介
︶

先
日
は
泊
番
内
繰
之
義

御
相
談
仕
︑
当
月
二
日
御
返
勤

可
仕
筈
之
所
︑
不
快
ニ
而
不
得
出

勤
御
暇
奉
願
候
故
︑
前
以

石
丸
へ
相
談
申
遣
置
候
得
共
︑

同
人
繰
上
不
被
相
叶
︑
当
前

御
泊
被
下
︑
甚
以
御
難
題

深
々
奉
謝
候
︑
就
而
は
此
廻
り

明
晩
御
当
前
ニ
付
御
返
勤

仕
候
半
而
不
相
済
候
得
共
︑
野
生

気
体
今
以
不
相
復
︑
病
症

柄
ニ
付
平
臥
は
仕
居
不
申
候
得
共
︑

出
血
今
以
相
止
不
申
︑
身
体

憔
悴
甚
敷
︑
い
ま
た
血
色
も
出
不
申
︑

立
歩
行
候
時
々
眩
暈
相
発
︑
迚
も

出
勤
之
体
無
御
座
ニ
付
︑
明
日

よ
り
今
又
御
暇
奉
願
候
条
︑
御

返
勤
之
義
は
出
勤
之
上
可
仕
︑

宜
御
推
恕
可
被
下
候
︑
明
日
御

気
組
ニ
も
可
相
掛
ニ
付
︑
此
段
前
以

御
相
談
仕
置
候
︑
一
体
は
加
様
之
折

一
廻
り
繰
上
之
示
談
出
来
候
得
は
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宜
キ
訳
ニ
御
座
候
得
共
︑
先
日
も
其

相
談
福
島
始
へ
も
申
遣
置
候
得
共
︑

石
丸
被
出
来
兼
候
趣
ニ
而
は
如
何
共

難
仕
︑
弥
ヶ
上
之
御
難
題
罷
成
︑

何
分
宜
御
海
恕
可
被
下
候
︑

此
段
草
々
不
宣

六
月
六
日

定
保
拝
啓

︵
端
裏
書
︶

向
井
次
郎
作
様

武
富
文
之
助

梧
右

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
４
︼︵
担
当
三
ツ
松
誠
︶

奉
拝
呈
候
︑
小
子
義
昨
夕
よ
り

風
邪
相
煩
散
々
之
気
体
ニ
而
︑

何
分
出
勤
不
任
所
存
︑
就
而
ハ

今
晩
よ
り
ハ
当
番
相
直
り
居

差
懸
り
︑
御
難
題
千
万

奉
存
候
得
共
︑
何
れ
と
歟
被
仰

談
置
被
下
度
︑
伏
而
奉
希
候
︑

諸
先
生
方
へ
も
右
之
次
第

宜
敷
御
通
達
可
被
下
候
︑
此
段

為
御
頼
談
如
此
御
座
候
︑
頓
首

五
月
十
一
日

〆向
井
次
郎
作
様

前
山
清
一
郎

石
丸
十
作
様

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
５
︼︵
担
当
古
川
英
文
︶

尚
以
俊
蔵
へ
御
沙
汰
之
末
差
遣

御
預
置
之
鮫
御
使
ニ
而

候
處
︑
先
ツ
見
合
候
よ
し

御
返
却
仕
候
間
御
受
取

被
申
聞
返
却
相
成
御
頼
候
義

可
被
下
候
︑
坂
井
へ
共
御
沙
汰

埒
明
不
申
候
︑
気
之
毒
ニ
奉
存
候
︑

之
旨
申
聞
置
候
︑
追
々
ニ
ハ

金
子
御
仕
送
申
上
候
ニ
付
︑

御
頼
物

何
卒
出
来
立
候
様

申
上
呉
候
様
頼
置
義
候
条

其
通
に
は
可
被
成
下
候

さ
て
今
昼
よ
り
又
々
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御
出
船
之
よ
し
︑
惣
而
ハ

叺
度
御
言
葉
ニ
参
上

奉
存
候
へ
共
︑
無
拠
脇
方

不
罷
出
候
は
て
不
相
叶

御
無
礼
仕
候
︑
御
詰
中

御
健
康
御
自
愛

被
成
候
様
奉
存
候
︑
已
上

副
後
御
書
中
万
々

可
得
貴
意
候
︑
頓
首

九
日
︵
安
政
六
年
四
月
九
日
︶

〆虎
五
郎
様

一
平

敬
復

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
６
︼︵
担
当
碇
美
也
子
︶

拝
啓
︑
時
下
相
応
之
肌
に
御

坐
候
処
︑
益
御
穆
清
被
成
御
勤

奉
抃
賀
候
︑
陳
は
先
達
而
我
々

舫
企
講
御
加
入
被
下
候
様
御
相
談

仕
候
処
︑
手
易
預
御
然
諾
御

厚
志
誠
に
忝
奉
存
候
︑
就
而
は

右
会
来
ル
朔
日
於
二
郎
八
宅

相
催
候
間
︑
昼
九
ツ
時
頃
よ
り
御
差
繰
り

御
光
来
被
下
度
奉
希
候
︑
此
段

御
案
内
為
可
申
上
如
此
御
坐
候
︑
尚

期
拝
悟(晤
)

候
︑
不
一

四
月
廿
五
日

二
白
︑
古
賀
源
氏
よ
り
御
話
申
上
呉
被
置
候
由

承
知
仕
候
︑
一
体
は
御
難
題
之
義
に
候
得
共
︑

御
差
繰
御
加
入
被
下
欤
之
様
に
承
り
︑
重
畳
忝

奉
拝
謝
候
︑
扨
加
入
之
人
々
凡
左
に

但
外
に
五
六
人

有
田
亀
之
助

諸
岡
杢
之
允

長
尾
市
之
進

木
原
義
四
郎

池
田
文
八
郎

楠
田
知
才

中
島
新
八
郎

立
川
千
兵
衛
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川
浪
吉
之
允

副
島
謙
助

福
田
大
之
助

古
賀
権
作

成
冨
弥
兵
衛

大
隈
八
太
郎

高
木
勘
之
允

木
島
伸
一
郎

下
村
安
左
衛
門

古
賀
源
四
郎

三
白
︑
御
社
中
に
は
兄
ト
古
賀
氏
計
に
御
相
談

仕
候
︑
外
は
窮
生
之
様
に
存
し
︑
黄
金
家
ト

大
身
之
向
き
々
々
計
に
而
御
坐
候
間
︑
不
悪

御
海
恕
奉
希
候
︑
拝
上

石
丸
様

空
閑

拝
上

玉
案
下

島

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
８
︼︵
担
当
多
久
島
澄
子
︶

明
後
廿
三
日
︑
例
会
相
催

候
間
︑
午
後
三
時
よ
り
拙
宅

ニ
御
来
駕
被
下
度
希

望
仕
候
︑
此
段
為
可
得

貴
意
此
之
如
く
ニ
御
坐
候

也十
月
廿
一
日

大
木
喬
任

石
丸
安
世
殿

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
９
︼︵
担
当
山
口
久
範
︶

一
筆
致
啓
達
候
︑
次
第
ニ

冷
気
ニ
相
移
候
得
共
︑
兪
以

御
清
廸
奉
賀
候
︑
偖

通
坂
之
折
ハ
︑
不
相
変
御

面
働
罷
成
ら
れ
仕
候
︑
御
交
代
も

相
決
︑
近
々
に
は
出
坂
可
相
成

最
早
御
仕
廻
方
ニ
も
御
取
掛

可
相
成
︑
御
交
代
は
︑
牟
田
口
利
左
衛
門
ニ
而

御
坐
候
︑
定
而
其
人
々
よ
り
御
掛
合

被
仕
候
義
と
は
︑
相
心
得
候
得
共

卒
度
得
御
意
置
候
︑
横
尾
ハ

上
佐
嘉
代
官
へ
転
シ
被
申
候
も

其
許
新
調
方
ニ
而
︑
上
米
之
義

尚
御
急
き
可
申
遣
為
候
︑
少
々

都
合
も
御
坐
候
付
︑
得
御
意
置
候

尚
福
地
・
副
田
ニ
も
御
談
置
可

被
成
候
︑
此
段
可
得
御
意
置

怱
々

御
坐
候
︑
恐
惶
謹
言

九
月
二
日

伊
東
外
記

石
丸
嘉
右
衛
門
様
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︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
10
︼︵
担
当
大
園
隆
二
郎
︶

御
吊(弔
)

詞
被
下
︑
其
上
結
構
之

御
品
御
恵
贈
御
高
情

忝
奉
拝
受
候
︑
誠
ニ

尊
椿
ニ
こ
そ
御
不
幸

之
由
︑
御
愁
傷
之
程

御
同
前
奉
察
候
︑
小
生
よ
り
そ

御
無
音
仕
居
候
處
︑
前
文

之
段
︑
畳
々
ニ
も
畏
入
申
候
︑

何
事
も
御
面
上
可
申
謝
︑
先
ハ

奉
復
︑
早
々
頓
首

︵
安
政
四
年
︶

十
二
月
廿
九
日

経
種

石
丸
乕
五
郎
様

枝
吉
杢
助

拝
復

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
11
︼︵
担
当
山
口
佐
和
子
︶

頃
日
小
出
よ
り
書
状
之
末
貴
所
様

ア
ド
レ
ス
ニ
シ
テ
返
書
差
出
置
候
処

今
以
為
何
義
も
無
之
ニ
付
右

書
状
相
達
候
哉
と
相
案
居
申
候
︑

同
人
当
地
被
罷
越
候
頃
合

不
相
分
ニ
付
︑
彼
是
差
支
候
義
も

有
之
︑
日
々
返
書
相
待
居
候
︑

未
御
地
滞
留
ニ
候
哉
又
ハ
遄
パ
レ
イ
ス

罷
被
帰
候
哉
都
合
即
為
御
知

被
下
度
奉
願
候
︑
小
生
ニ
も
成
丈
此
ウ
ェ
ー
キ

中
ニ
は
御
地
罷
越
度
候
︑
右
ハ
可
然
哉

如
何
之
御
都
合
ニ
候
哉
為
御
知
被
下
も

成
丈
小
出
抔
一
同
ニ
候
得
は
都
合
も

可
然
と
存
居
候
処
其
義
も
不

相
叶
︑
併
御
船
之
儀
も

余
程
手
寄
り
当
月
中
ニ
は
港
居

等
も
差
整
度
苦
配
罷
在
候
︑
右
小

出
之
義
ハ
小
生
御
地
罷
越
候
都
合

其
外
ニ
関
係
仕
候
間
︑
引
払
之

有
無
其
外
委
敷
御
急
答

奉
願
候
︑
〇
御
地
罷
越
ニ
付
而
は

万
端
共
宜
敷
御
周
旋
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奉
願
候
︑
先
以
右
為
御
尋
早
々

如
斯
御
座
候
︑
恐
惶
謹
言

西
洋二

月
十
日

佐
野
寿
左
衛
門

︵
一
八
六
八
年
：
慶
応
四
年
︶

石
丸
乕
五
郎
様

馬
渡
八
郎
様

尚
以
本
文
小
出
引
払
相
成
居
候
半
ハ

其
日
限
︑
扨
又
未
御
地
逗
留
ニ
候
半
ハ

此
後
何
日
程
滞
り
可
相
成
哉
︑
御
旁

即
為
御
知
被
下
度
分
而
奉
希
候

以
上

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
12
︼︵
担
当
三
ツ
松
誠
︶

石
丸
乕
五
郎
様

本
島
藤
太
夫

御
内
々

一
簡
拝
啓
︑
時
下
弥
御
万
祥

可
被
成
御
研
業
︑
奉
賀
存
候
︑

然
は
兼
而
︑
御
談
仕
り
置
候
通
︑
英
学

稽
古
と
し
て
秀
嶋
藤
・
中
牟
田
倉

両
人
被
仰
付
︑
一
両
日
中
よ
り
出
崎
有
之
筈

御
座
候
間
︑
万
事
御
引
廻
し

不
能
申
陳
候
︑
惣
而
は
御
新
聞

等
之
事
ハ
不
依
何
事
御
内
々

御
申
越
有
御
座
度
奉
希
候
︑

一
︑
御
献
上
之
器
械
類
持
渡
り
候
趣
︑

石
川
よ
り
申
来
︑
右
ニ
付
石
川
迠
此
節

御
差
図
越
左
之
通
御
座
候
間
︑

品
立
御
取
調
之
上
︑
二
品
有
之
は
︑

御
引
残
之
義
︑
程
能
其
筋
江

御
示
談
相
成
度
御
座
候
︑

一
︑
持
渡
り
器
械
之
内
ニ
は
当
時
飽

ノ
浦
へ
有
之
候
同
種
之
品
も

可
有
之
歟
︑
右
様
之
品
々
は
於

公
辺
も
御
不
用
ニ
可
有
之
候
間
︑
不
及
御
弁
納
︑
此
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御
方
へ
御
下
渡
相
成
候
様
︑
被
御

取
計
度
御
座
候
趣
︑
次
テ
ニ
て

ハ
ル
デ
ス
江
も
内
々
被
仰
談
候
而
も
可
然
歟

尚
御
勘
弁
を
以
可
然
被
御
取
計
度
︑

此
段
為
可
得
貴
意
如
此
御
座
候
︑

恐
惶
謹
言

︵
文
久
元
年
︶

二
月
廿
日

本
嶋
藤
太
夫

石
丸
乕
五
郎
様

︻
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
番
号
13
︼︵
担
当
三
ツ
松
誠
︶

一
筆
致
啓
達
候
︑
然
ハ

御
手
許
よ
り
御
拝
借
之

三
兵
タ
ク
チ
イ
キ
原
書
上
下
二
冊

御
用
被
為
在
候
条

便
宜
次
第
成
丈
急
ニ

御
仕
向
可
被
成
︑
此
旨

為
可
申
越
如
斯
御
座
候
︑

以
上

六
月
廿
二
日

千
住
大
之
助

横
山
平
兵
衛

古
川
與
一

石
丸
乕
五
郎
様

三
︑
資
料
解
説

こ
の
節
で
は
︑
石
丸
安
世
書
簡
文
書
の
解
説
を
行
う
︒

⑴
︑
文
書
番
号
７
と
文
書
番
号
１
は
江
藤
又
蔵
︵
新

(22
)

平
︶
が
石
丸
虎
五
郎
︵
安

(23
)

世
︶
に

宛
て
た
七
月
二
一
日
の
書
簡
で
あ
る
︒

文
書
番
号
７
の
追
伸
冒
頭
の
﹁
轉
殿
﹂︑﹁
壽
一
殿
﹂
と
は
︑
石
丸
虎
五
郎
と
共
に
長

崎
海
軍
伝
習
生
に
選
ば
れ
た
﹁
秀
島

(24
)

轉
﹂
と
﹁
松
永
壽
一

(25
)

郎
﹂
で
あ
ろ
う
︒
目
附
石
橋

三
右
衛
門
の
着

(26
)

到
に
よ
れ
ば
︑
松
永
壽
一
郎
・
秀
島
轉
・
石
丸
虎
五
郎
の
三
人
の
長
崎

着
任
は
︑
安
政
五
年
︵
一
八
五
八
︶
五
月
二
五
日
で
あ
る
︒
秀
島
轉
だ
け
が
安
政
二
年

︵
一
八
五
五
︶
に
続
き
二
回
目
の
着
任
で
あ
っ
た
︒
佐
賀
藩
伝
習
生
は
翌
安
政
六
年
の

七
月
に
は
佐
賀
に
帰

(27
)

国
す
る
の
で
︑
こ
れ
か
ら
推
察
す
る
と
︑
安
政
五
年
七
月
二
一
日

の
書
簡
と
考
え
ら
れ
る
︒

他
に
比
定
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
︑
安
政
五
年
五
月
長
崎
へ
出
立
の
時
分
に
石
丸
が
江
藤
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に
頼
ん
だ
﹁
三
兵
答
古
知
幾

サ
ン
ペ
イ
タ
ク
チ
イ
キ

(28
)﹂

の
写
本
が
未
だ
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
︒｢轉

殿
﹂︑﹁
壽
一
殿
﹂
の
呼
び
か
け
に
は
︑
天
保
四
年
生
れ
の
秀
島
轉
と
天
保
五
年
生

れ
の
松
永
壽
一
郎
・
石
丸
虎
五
郎
・
江
藤
又
蔵
の
四
人
の
間
が
親
密
な
関
係
で
あ
る
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
︒
江
藤
が
気
を
許
し
た
石
丸
に
︑
上
役
の
こ
と
を
指
し
て
で
あ
ろ
う

か
﹁
烏
は
が
あ
が
あ
鳶
は
ピ
イ
〳
〵
〳
〵
﹂
と
揶
揄
し
て
い
る
︒
烏
と
は
︑
鳶
と
は
一

体
誰
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
ピ
イ
〳
〵
〳
〵
と
佐
賀
の
三
拍

(29
)

子
で
書
い
て
い

る
と
こ
ろ
も
面
白
い
︒
安
政
五
年
と
す
れ
ば
︑
江
藤
又
蔵
二
五
歳
︑
石
丸
安
世
二
五
歳
︑

秀
島
轉
二
六
歳
︑
松
永
壽
一
郎
二
五
歳
で
あ
る
︒

⑵
︑
文
書
番
号
２
は
副
島
種

(30
)

臣
か
ら
石
丸
︵
安
世
︶
と
長
森
︵
敬
斐
︶
に
宛
て
た
三
月

二
七
日
の
書
簡
で
あ
る
︒

石
丸
は
明
治
七
年
七
月
に
大
阪
の
造
幣
寮
造
幣
権
頭
と
な
り
大
阪
に
赴
任
す
る
︒
同

一
〇
年
一
月
︑
造
幣
寮
は
造
幣
局
と
な
り
︑
造
幣
局
長
と
し
て
大
阪
在
勤
の
ま
ま
大
蔵

省
大
書
記
官
と
な
る
︒
こ
こ
か
ら
東
京
在
住
が
多
く
な
り
︑
同
一
三
年
三
月
に
は
書
記

局
兼
務
と
な
り
益
々
東
京
の
本
省
に
居
る
期
間
が
増
え
て
い
る
︒

長
森
と
は
石
丸
と
同
じ
天
保
五
年
︵
一
八
三
四
︶
生
れ
で
︑
弘
道
館
初
等
教
育
課
程

の
蒙
養
舎
時
代
︑
互
い
に
﹃
幼
学
詩
韻
﹄
を
携
え
行
き
来
し
た
仲
の
長
森
傳
次
郎
︵
敬

(31
)

斐
︶
で
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
︒
国
立
公
文
書
館
の
公
文
録
等
に
よ
れ
ば
︑
長
森
は
明

治
五
年
左
院
中
議

(32
)

生
と
な
り
︑
同
一
三
年
に
太
政
官
少
書
記

(33
)

官
︑
同
一
五
年
に
参
事
院

議
官

(34
)

補
︑
同
一
八
年
に
は
会
社
法
条
例
並
破
産
法
編
纂
委

(35
)

員
︑
同
二
〇
年
に
は
法
制
局

参
事
官
︑
法
律
取
調
報
告
委

(36
)

員
と
し
て
活
躍
︑
同
二
四
年
三
月
法
制
局
参
事
官
を
辞

(37
)

職

し
た
︒

解
読
担
当
の
古
川
英
文
氏
か
ら
︑
副
島
種
臣
の
手
跡
か
ら
見
て
︑
明
治
十
年
代
後
半

に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
︒

｢扨
明
日
は
好
文
楼
に
て
御
侍
者
之
御
約
束
﹂
の
条
は
︑
年
代
比
定
の
ヒ
ン
ト
で
あ

る
︒
枢
密
院
が
作
成
し
た
副
島
種
臣
履
歴

(38
)

書
に
は
﹁
明
治
一
二
年
四
月
︑
宮
内
省
御
用

掛
一
等
侍
講
兼
務
被
命
︒
同
一
七
年
七
月
︑
勲
功
特
授
伯
爵
︒
同
一
九
年
宮
中
顧
問

官
︒
同
二
一
年
枢
密
院
顧
問
官
﹂
と
あ
る
︒

書
簡
中
の
﹁
好
文
楼
﹂
が
ど
こ
な
の
か
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
︑﹁
御
侍

者
﹂
を
宮
内
省
御
用
掛
一
等
侍
講
と
な
っ
た
以
降
と
考
え
れ
ば
︑
こ
の
書
簡
は
明
治
一

二
年
四
月
以
降
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

石
丸
安
世
が
明
治
一
七
年
一
月
︑
兄
嘉
右
衛
門
の
死
去
を
機
会
に
帰

(39
)

郷
し
て
書
簡
を

整
理
し
た
と
す
れ
ば
︑
比
定
年
代
は
︑
明
治
一
六
年
の
三
月
二
七
日
ま
で
と
な
る
︒

⑶
︑
文
書
番
号
３
は
︑
武
富
文
之
助
︵
定
保
・
圯

(40
)

南
︶
か
ら
向
井
次
郎

(41
)

作
に
宛
て
た
六

月
六
日
の
書
簡
で
あ
る
︒

武
富
は
︑
向
井
に
泊
番
︵
宿
直
︶
を
代
わ
っ
て
も
ら
い
︑
当
月
︵
六
月
︶
二
日
に
返

勤
︵
代
替
分
の
返
済
勤
務
︶
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
︑
病
気
の
た
め
に
休
み
の
願
い

を
出
し
︑
石
丸
︵
十
作
︶
へ
代
わ
り
を
頼
ん
だ
が
︑
石
丸
も
都
合
が
つ
か
ず
︑
甚
だ
も
っ

て
申
し
訳
な
く
深
く
お
詫
び
し
︑
い
ま
だ
に
出
血
が
止
ま
ず
身
体
憔
悴
甚
だ
し
く
明
日

よ
り
又
休
暇
願
を
出
す
の
で
返
勤
の
こ
と
は
出
勤
で
き
る
ま
で
猶
予
く
だ
さ
い
と
の
趣

旨
で
あ
る
︒
武
富
が
天
保
九
年
に
江
戸
か
ら
帰
国
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
こ
の

よ
う
な
折
に
は
一
回
り
繰
り
上
げ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
福
島
︵
金
岡
︶
に
も
相
談
し

た
の
だ
が
︑
と
︑
石
丸
だ
け
で
は
決
め
か
ね
る
事
態
を
伝
え
て
い
る
︒
文
中
の
石
丸
と

は
︑
文
書
番
号
４
に
出
て
く
る
石
丸
十

(42
)

作
で
間
違
い
な
い
と
考
え
る
︒
福
島
は
︑
福
島

金
(43
)

岡
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
福
島
は
江
戸
遊
学
か
ら
帰
国
す
る
の
が
天
保
一
二
年
︵
一
八

四
一
︶
で
︑
武
富
は
同
九
年
帰
国
で
共
に
帰
国
後
は
弘
道
館
教
諭
で
あ
る
︒
向
井
は
天
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保
一
〇
年
八
月
に
横
辺
田
代
官
助
役
と
な
り
同
一
二
年
八
月
に
は
上
佐
嘉
代
官
助
役
と

の
記
録
が
あ
る
︒

石
丸
十

(44
)

作
は
安
政
三
年
︵
一
八
五
六
︶︑
弘
道
館
都
検
就
任
で
︑
向
井
次
郎
作
は
文
久

元
年
︵
一
八
六
一
︶
に
弘
道
館
都
検
に
就
任
し
て
い
る
︒
武
富
文
之
助
と
福
島
金
岡
は
︑

安
政
四
年
に
は
共
に
弘
道
館
教
諭
で
あ
る
︒
武
富
は
文
久
元
年
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い

る
が
︑
福
島
の
名
は
無
い
︒
右
の
次
第
か
ら
︑
安
政
三
年
か
ら
四
年
の
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
︒

⑷
︑
文
書
番
号
４
は
︑
前
山
清
一

(45
)

郎
か
ら
向
井
次
郎
作
と
石
丸
十
作
に
宛
て
た
五
月
一

一
日
の
書
簡
で
あ
る
︒

前
山
清
一
郎
が
当
直
当
番
に
当
っ
て
い
る
が
昨
日
夕
方
よ
り
風
邪
で
出
勤
で
き
な
い

の
で
︑
誰
か
代
わ
っ
て
く
だ
さ
い
と
向
井
次
郎
作
と
石
丸
十
作
に
頼
ん
で
い
る
︒

前
山
清
一
郎
は
︑
安
政
五
年
に
江
戸
遊
学
か
ら
帰
国
し
弘
道
館
教
授
補
と
な
る
︒
石

丸
十
作
は
︑
安
政
三
年
の
役
料
書
出
帳
に
弘
道
館
の
都
検
と
あ
る
の
で
︑
安
政
五
年
頃

の
書
簡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒﹁
文
久
元
年
︑
外
様
︑
役
料

(46
)

帳
﹂
に
は
弘
道
館
教

諭
武
富
文
之
助
︑
同
差
次
前
山
清
一
郎
と
あ
る
︒﹁
文
久
元
年
年
役
々
料
書
出
帳
﹂
に

は
︑
向
井
次
郎
作
の
役
職
は
学
館
都
検
で
あ
る
︒

⑸
︑
文
書
番
号
５
は
古
賀
一

(47
)

平
か
ら
︵
石
丸
︶
虎
五
郎
へ
宛
て
た
九
日
付
の
書
簡
で
あ

る
︒
冒
頭
部
分
に
追
伸
が
︑
本
文
の
行
間
に
四
行
書
か
れ
て
い
る
︒

本
文
中
の
坂
井
と
は
︑
義
祭
同
盟
参
加
者
の
坂
井
辰
之

(48
)

允
を
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
︒
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
は
︑
中
程
の
﹁
今
昼
よ
り
又
々
御
出
船
之
よ
し
﹂
の
一

条
で
あ
る
︒
石
丸
虎
五
郎
は
︑
安
政
五
年
五
月
二
五
日
︑
長
崎
に
着
い
て
か
ら
海
軍
伝

習
に
励
ん
で
い
る
が
︑
翌
六
年
三
月
か
ら
は
蒸
気
船
電
流
丸
に
乗
組
み
長
崎
港
周
辺
で

の
実
地
訓
練
に
励
ん
で
い
る
︒
目
付
石
橋
三
右
衛
門
の
口
達

(49
)

録
に
よ
れ
ば
︑
安
政
六
年

四
月
九
日
長
崎
港
を
出
港
し
た
︒
と
こ
ろ
が
大
嵐
の
た
め
に
僚
船
の
飛
雲
丸
︵
帆
船
︶

を
牽
引
し
て
翌
一
〇
日
に
引
き
返
し
て
い
る
︒
佐
賀
藩
が
幕
閣
に
働
き
か
け
導
入
し
た

蒸
気
船
電
流
丸
は
︑
漸
く
安
政
五
年
の
暮
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
長
崎
港
に
着
い
た
︒
電
流

丸
で
の
佐
賀
藩
士
の
訓
練
は
︑
幕
府
の
訓
練
生
が
江
戸
へ
引
き
上
げ
た
後
の
安
政
六
年

三
月
か
ら
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
を
団
長
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
教
師
を
独
り
占
め
に
し
て

始
ま
っ
た
︒
そ
れ
は
︑
同
年
七
月
ま
で
続
く
︒
以
上
の
事
か
ら
こ
の
書
簡
は
︑
安
政
六

年
︵
一
八
五
九
︶
四
月
九
日
に
書
か
れ
た
も
の
と
判
断
し
た
︒

古
賀
一
平
︵
定
雄
︶
は
早
世
の
た
め
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
︒
一
平
の
孫
︑
山
村
聰

︵
俳
優
︑
二
〇
〇
〇
年
没
︶
は
著

(50
)

書
で
定
雄
の
資
料
が
有
る
と
言
っ
て
い
る
︒

⑹
︑
文
書
番
号
６
は
︑
空
閑
︵
次
郎

(51
)

八
︶
と
島
︵
團
右
衛

(52
)

門
︶
か
ら
石
丸
︵
虎
五
郎
︶

に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
︒

空
閑
と
島
が
企
画
し
た
舫
企
講

も
や
い
き
こ
う

︵
金
銭
の
融
通
を
目
的
と
し
た
民
間
互
助
組
織
︶
に

石
丸
も
誘
わ
れ
て
加
入
に
同
意
し
た
よ
う
で
あ
る
︒
文
中
に
舫
企
講
加
入
者
一
八
人
が

書
か
れ
て
い
る
極
め
て
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
︒
窮
乏
生
は
入
れ
ず
︑
黄
金
家
と
大
身

ば
か
り
を
募
っ
た
と
言
っ
て
い
る
︒

一
八
名
の
中
で
義
祭
同
盟
連
名
帳
記
載
者
は
︑
木
原
義
四
郎
︑
池
田
文
八
郎
︑
楠
田

知
才
︑
副
島
謙
助
︑
大
隈
八
太
郎
の
五
人
で
あ
る
︒
島
團
右
衛
門
は
義
祭
同
盟
創
始
の

嘉
永
三
年
に
︑
空
閑
次
郎
八
と
石
丸
虎
五
郎
は
翌
嘉
永
四
年
に
︑
連
名
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
︒
一
三
人
の
名
前
を
万
延
元
年
か
ら
文
久
元
年
ま
で
の
﹁
年
役
々
料
書
出
帳
﹂・

﹁
役
料
帳
﹂
に
見
出
し
た
の
で
別
表
４
に
書
き
出
し
た
︒

島
は
安
政
元
年
江
戸
遊
学
︑
同
三
年
蝦
夷
地
探
検
︑
同
四
年
樺
太
行
と
佐
賀
を
離
れ

る
こ
と
が
多
い
︒
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
︶
に
は
空
閑
次
郎
八
が
没
す
る
︒
石
丸
は
安
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別表４ 石丸安世家書簡文書の登場人物解説一覧

凡例

出典については下記の略称を用いて記載した。その他の出典についてはその都度文末に明記した。

１．生馬寛信・中野正裕「安政年間の佐賀藩士」（佐賀大学文化教育学部研究論文集第14集第１号、2009年）を便宜上略称「ＡＳ」

とした。

２．生馬寛信・串間聖剛・中野正裕「幕末佐賀藩の手明鎗名簿及び大組編制」（佐賀大学文化教育学部研究論文集第14集第２号、

2010年）を略称「ＴＳ」とした。

３．中野正裕「幕末佐賀藩の軍制について『元治元年佐賀藩拾六組侍着到』」（佐賀県立佐賀城本丸歴史館『研究紀要』第７号、

2012年）略称を「ＧＳ」とした。

４．中野正裕「幕末期佐賀藩の役料帳について―史料翻刻『年役々料書出帳』『役料帳』―」（佐賀大学地域学歴史文化研究セン

ター『研究紀要』第６号、2012年）を略称「ＢＹ」とした。頁数は佐賀大学地域学歴史文化研究センター『研究紀要』第６号

のものである。

氏名 年齢／年 記事（役職／石高／家族／所属組／住所等） 出典

石丸安世書簡文書№７・№１

江藤新平（又蔵） 安政６年27歳
御火術方手明鎗目附 父親江藤助右衛門57歳郡目附 切米7石毎歳銀
二枚 （大組）鍋島志摩組手明鑓組頭中野忠太夫 本行寺小路

「ＴＳ」

石丸虎五郎 安政５年25歳 十作弟 安政５年午５月25日着崎 鍋島志摩組
『日本電信の祖石
丸安世』351頁

秀島轉
安政３年24歳 父親秀島卯右衛門切米30石55歳 鍋島播磨組 通小路 「ＡＳ」

文久元年 御火術方助役 役料米３石充 「ＢＹ」72頁

松永壽一郎
安政３年23歳 父親松永宗右衛門（改名平治）切米50石 多久縫殿組 片田江 「ＡＳ」

文久元年 御火術方助役 役料３石充 「ＢＹ」72頁

石丸安世書簡文書№２

副島次郎（種臣）
文久元年 学館指南役 役料米５石充 「ＢＹ」71頁

元治元年 米18石 副島五左衛門忰 鍋島志摩組 教諭差次 「ＧＳ」

長森傳次郎

安政３年23歳 〇文学独看 父親長森喜右衛門切米50石46歳槍印可 鍋島隼人組 鬼丸 「ＡＳ」

明治
明治５年左院中議生、13年太政官少書記官、15年参事院議官補、18年
会社法条例並破産法編纂委員、20年法制局参事官として法律取調報
告委員、24年３月辞職

国立公文書
館公文録

石丸安世 明治

明治４年４月15日工部省電信係、同８月15日初代電信頭、６年２月東
京・長崎間電信架設完成、７年７月27日造幣権頭（大阪）、10年１月11
日造幣局長・大蔵大書記官、13年３月15日書記局（東京）兼務、14年
11月10日依願免官、15年５月栃木県鍋掛村に石丸農場開設、17年１月
帰郷して枝吉神陽顕彰碑建立に奔走、同５月海軍省主船局副長、同９
月15日小野浜造船所（神戸）へ出張、18年２月21日小野浜造船所所
長、19年１月海軍大匠司、同４月廃官、５月８日非職、小野浜造船所
所長被免、20年枝吉神陽顕彰碑完成、22年非職満期、叙正五位、同12
月18日東京府へ転籍、23年６月12日元老院議官、叙従四位、同10月20
日元老院廃止

『日本電信の
祖石丸安世』

石丸安世書簡文書№３

武富文之助

安政３年49歳 米９石一代 鍋島左太夫組→鍋島皐之助組 八幡小路 「ＡＳ」

安政４年 弘道館教諭 役料米７石充（但壱部引） 「ＢＹ」60頁

文久元年 弘道館教諭 役料米７石充 「ＢＹ」69頁

向井次郎作
安政３年53歳 切米20石 嫡子小三郎18歳 大木主計組→鍋島千之丞組 袋村 「ＡＳ」

文久元年 学館都検 役料米５石充 「ＢＹ」71頁

石丸十作
安政３年40歳

〇文学独看 父親石丸六兵衛物成46石69歳 鍋島志摩組→鍋島周防
組 大井樋村

「ＡＳ」

安政３年 学館都検 役料米５石充 「ＢＹ」56頁

福島文蔵
安政３年56歳 切米20石 鍋島主水組→坂部又右衛門組 本行寺小路 「ＡＳ」

安政４年 弘道館教諭 役料米７石充（但壱部引） 「ＢＹ」60頁

石丸安世書簡文書№４

前山清一郎
安政３年31歳

切米25石 ◎文学独看槍目録 父親前山五兵衛長信 深江六左衛門
組 古賀

「ＡＳ」

文久元年 弘道館差次 役料米４石６斗６升６合６勺充 「ＢＹ」60頁
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氏名 年齢／年 記事（役職／石高／家族／所属組／住所等） 出典

石丸安世書簡文書№５

古賀一平 安政３年25歳 切米35石 ◎文学、剣 龍泰寺小路 鍋島市佑組 「ＡＳ」

坂井辰之允 安政３年24歳
父親坂井佐兵衛切米40石〇槍免状43歳 鍋島弥平左衛門組→多久縫
殿組

「ＡＳ」

石丸安世書簡文書№６

有田亀之助 安政３年21歳 物成275石 鍋島左太夫組→鍋島皐之助組 中ノ小路 「ＡＳ」

諸岡杢之允
安政３年21歳

物成215石 父親諸岡伴之進47歳 中野神右衛門組→鍋島弥平左衛門
組 枳小路

「ＡＳ」

文久元年 川副代官助役 役料米３石充 「ＢＹ」73頁

長尾市之進
文久元年 三御丸御番 役料米５石充 「ＢＹ」73頁

元治元年
物成70石 秀嶋清治組仮組頭 原田大右衛門組 市之進忰永尾英太
郎新聞社編輯人

「ＧＳ」

長尾如吉 安政３年32歳 物70石◎文学独看槍免状 中野神右衛門組→原田大右衛門組 片田江 「ＡＳ」

木原義四郎
安政３年29歳 切米35石 〇文学独看 多久縫殿組 木原村 「ＡＳ」

文久元年 学館指南役 役料米５石充 「ＢＹ」71頁

池田文八郎
安政３年24歳

◎文学独看剣免状 父親池田半九郎物230石内役30石53歳 鍋島左馬
助組 八幡小路

「ＡＳ」

文久元年 学館指南役 役料米５石充 「ＢＹ」72頁

楠田知才
安政３年27歳 父親楠田宗巴切米35石内加５石65歳 鍋島市佑組 安住 「ＡＳ」

文久元年 御茶道頭 役料米４石充 「ＢＹ」67頁

中島新八郎 安政３年20歳 物成100石 鍋島隼人組 鷹師 「ＡＳ」

立川千兵衛
安政３年24歳 父親立川兵蔵物成30石56歳 鍋島志摩組 鬼丸 「ＡＳ」

文久元年 御門御式臺番 役料米２石充 「ＢＹ」74頁

川浪吉之丞
安政３年28歳 物成110石 ◎文学独看槍免状 深江六左衛門組 八幡小路 「ＡＳ」

文久元年 市武代官助役 役料米３石充 「ＢＹ」71頁

副島謙助
安政３年29歳

◎文学独看剣免状 父親副島彦之允切米35石46歳 多久縫殿組 御
茶屋番

「ＡＳ」

文久元年 学館指南役 役料米５石充 「ＢＹ」71頁

福田大之助
文久元年 御門御式臺番 役料米２石充 「ＢＹ」74頁

元治元年 切米30石 御蔵心遣 深江六左衛門組 明治期職業は陸軍佐官 「ＧＳ」

古賀権作 安政３年23歳 物成120石 大木主計組→鍋島千之丞組 田代 「ＡＳ」

成冨弥兵衛
万延元年 詰番外御小姓 役料米４石充 「ＢＹ」63頁

文久元年 詰番外御小姓 役料米４石充 「ＢＹ」66頁

大隈八太郎
安政３年19歳 物成120石 鍋島隼人組 会所小路 「ＡＳ」

文久元年 蘭学寮指南役 役料米4石充 「ＢＹ」72頁

高木勘之允 安政３年21歳 父親高木長左衛門物成200石内加米47石68歳 北御堀端 若触 「ＡＳ」

下村安左衛門
安政３年38歳 物成150石 鍋島周防組 鬼丸 「ＡＳ」

文久元年 三御丸御番 役料米５石充 「ＢＹ」72頁

古賀源四郎
安政３年38歳 米23石４斗 ◎文学出精剣免状 大木主計組→鍋島千之丞組 西御堀 「ＡＳ」

文久元年 皿山代官助役 役料米3石充 「ＢＹ」73頁

島團右衛門 安政３年35歳 切米25石 ◎文学独看剣目録 鍋島市佑組 片田江 「ＡＳ」

空閑次郎八 安政３年27歳
◎文学独看剣目録 父親空閑儀兵衛切米20石56歳 鍋島志摩組 大
野原

「ＡＳ」

石丸安世書簡文書№８

大木喬任（民平）
安政３年25歳 物成45石 〇文学独看 鍋島志摩組→鍋島左馬助組 会所小路 「ＡＳ」

文久元年 学館指南役 役料米５石充 「ＢＹ」71頁
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氏名 年齢／年 記事（役職／石高／家族／所属組／住所等） 出典

石丸安世書簡文書№９

伊東次兵衛（外記）

安政３年51歳
切米60石→75石→150石（加米95石役料５石） 鍋島周防組 八幡小
路

「ＡＳ」

安政４年 米28石充（但壱部引） 請役所相談役 「ＢＹ」59頁

文久元年 請役所相談役 役料米28石充 「ＢＹ」68頁

牟田口利左衛門

安政３年44歳
米32石４斗 〇槍免状 子徳太郎（元学）14歳 多久伊織→岡部杢助
組 今宿裏小路

「ＡＳ」

安政４年 郡方附役 役料米８石充（但壱部引） 「ＢＹ」59頁

文久元年 御蔵方附役 役料米６石充 「ＢＹ」69頁

石丸嘉右衛門 文久元年 御蔵方附役差次 役料米４石充 「ＢＹ」69頁

石丸安世書簡文書№10

枝吉杢助（名経種、
号神陽）

安政３年35歳
〇文学独看 父枝吉忠左衛門切米30石（加米５石）大木主計組→鍋島
千之丞組 南堀端

「ＡＳ」

万延元年 御什物役御道具役 役料米５石充 「ＢＹ」63頁

文久元年 御什物役御道具役 役料米５石充 「ＢＹ」65頁

石丸安世書簡文書№11

佐野寿左衛門（常
民）

安政３年35歳 養父佐野孺仙切米70石 鍋島隼人組 枳小路 「ＡＳ」

万延元年 精煉方 役料米３石充 「ＢＹ」64頁

文久元年 海軍取調方 役料米５石充 「ＢＹ」65頁

小出千之助

安政３年 五人扶持（米９石）一代 鍋島志摩組 大島 「ＡＳ」

兄小出利兵衛切米20石 鍋島志摩組 川副今村 佐賀医学史研究会
報106号「小出千之
助と馬渡嶺雲」兄馬渡嶺雲・邦高（小出文庵・文堂）医師明治16年没

馬渡八郎
安政３年19歳 馬渡又兵衛物成50石40歳 鍋島志摩組 泰安小路 「ＡＳ」

文久元年 海軍取調方助役 役料米３石充 「ＢＹ」74頁

石丸安世書簡文書№12

本島藤太夫

安政３年46歳 切米65石内加５石役25石 〇火術奥義 鍋島志摩 水ヶ江 「ＡＳ」

万延元年 御側御目付 役料米10石 「ＢＹ」64頁

文久元年 御側御目付 役料米10石 「ＢＹ」65頁

秀島藤之助
安政３年22歳 ○蘭学四段 父親秀島権太夫切米20石48歳 鍋島志摩組 愛敬島 「ＡＳ」

文久元年 海軍取調方助役 役料米３石充 「ＢＹ」74頁

中牟田倉之助
安政３年21歳

米９石○蘭学四段 鍋島志摩組 古賀村 実父は金丸文雅、中牟田
武貞の養子となる

「ＡＳ」

文久元年 海軍取調方助役 役料米３石充 「ＢＹ」74頁

石川寛左衛門 安政３年52歳 物成120石 深堀在番 坂部又右衛門組 「ＡＳ」

石丸安世書簡文書№13

千住大之助

安政３年42歳 切米20石 ◎文学独看槍目録 鍋島市佑組→鍋島弥平左衛門組 鬼丸 「ＡＳ」

万延元年 御小姓頭 役料米７石充 「ＢＹ」62頁

文久元年 御小姓頭 役料米７石充 「ＢＹ」65頁

横山平兵衛

安政３年45歳 物成45石 〇槍免状 鍋島弥平左衛門組 十間堀 「ＡＳ」

万延元年 御小姓頭 役料米７石充 「ＢＹ」62頁

文久元年 御小姓頭 役料米７石充 「ＢＹ」65頁

古川與一

安政３年44歳 米18石 鍋島市佑組→鍋島播磨組 八幡小路 子源太郎16歳 「ＡＳ」

万延元年 御小姓頭 役料米７石充 「ＢＹ」62頁

文久元年 御小姓頭 役料米７石充 「ＢＹ」65頁
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︑
石
丸
嘉
右
衛
門
家
に
存
在
し
た
書
簡
の
整
理
を
安
世
自
身
が
行
っ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
︒

文
中
の
﹁
例
会
﹂
で
あ
る
が
︑
今
の
と
こ
ろ
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
し
か
し

な
が
ら
︑
明
治
四
年
以
降
の
大
木
喬
任
と
石
丸
安
世
の
交
際
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒

⑻
︑
文
書
番
号
９
は
伊
東
外

(56
)

記
か
ら
石
丸
嘉
右
衛
門
に
宛
て
た
九
月
二
日
の
書
簡
で
あ

る
︒ヒ

ン
ト
は
︑
伊
東
が
外
記
と
名
乗
る
︑
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
︶
一
月
二
三

(57
)

日
と
石

丸
十
作
が
家
督
相

(58
)

続
後
の
嘉
右
衛
門
へ
の
改
称
で
あ
る
︒
石
丸
兄
弟
の
父
親
六
兵
衛
の

死
亡
は
︑
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶
一
一
月
一
四
日
で
あ
る
︒﹁
文
久
元
年
︑
外
様
︑
役

料
(59
)

帳
﹂
で
は
︑
伊
東
次
兵
衛
は
請
役
所
相
談
役
で
あ
る
︒
石
丸
嘉
右
衛
門
は
御
蔵
方
附

役
差
次
と
あ
る
の
で
︑
文
久
元
年
に
は
十
作
は
改
称
し
て
い
る
︒

伊
東
外
記
の
日
記
に
よ
れ
ば
︑
文
久
三
年
一
月
︑
借
金
整
理
と
資
金
調
達
の
為
大
坂

出
張
を
命
じ
ら
れ
︑
二
月
八
日
に
出
発
し
て
同
月
一
八
日
大
阪
に
到
着
し
た
︒
鴻
池
等

銀
主
に
面
談
を
重
ね
︑
三
月
四
日
︑﹁
今
日
は
石
丸
十
作
於
畑
茶
屋
薄
茶
振
舞
有
之
候

(60
)

事
﹂
と
記
す
︒
嘉
右
衛
門
と
改
称
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
旧
称
十
作
と
呼
ぶ
所

に
︑
伊
東
外
記
の
石
丸
嘉
右
衛
門
へ
の
親
密
度
が
窺
え
る
︒
外
記
は
宗
徧
流
の

(61
)

茶
を
嗜

む
が
︑
嘉
右
衛
門
も
そ
の
心
得
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

書
簡
文
中
﹁
御
交
代
も
相
決
︑
近
々
に
は
出
坂
可
相
成
﹂
の
条
か
ら
︑
石
丸
嘉
右
衛

門
が
大
坂
着
任
す
る
際
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
牟
田
口
利
左
衛
門
と
石
丸
嘉
右

衛
門
の
交
代
時
期
の
確
証
を
ま
だ
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
︑
今
の
と
こ
ろ
︑

﹁
文
久
二
年
九
月
二
日
で
は
な
い
か
﹂
に
留
め
た
い
︒

⑼
︑
文
書
番
号
10
は
︑
枝
吉
杢
助
︵
神
陽
︶
か
ら
石
丸
虎
五
郎
に
宛
て
た
一
二
月
二
九

日
の
書
簡
で
あ
る
︒
内
容
は
杢
助
の
母
親
︑
喜
勢
が
安
政
四
年
一
一
月
二
四

(62
)

日
に
亡
く

な
っ
た
た
め
虎
五
郎
が
弔
意
の
品
を
贈
り
そ
れ
に
対
し
て
の
杢
助
の
お
礼
の
書
簡
で
あ

る
︒
虎
五
郎
の
父
六
兵
衛
も
同
年
同
月
一
四

(63
)

日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
︑
杢
助
は
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﹁
御
愁
傷
之
程
御
同
前
奉
察
候
﹂
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
こ
の
書
簡

は
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶
一
二
月
二
九
日
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
︒

⑽
︑
文
書
番
号
11
は
︑
佐
野
寿
左
衛

(64
)

門
か
ら
石
丸
虎
五

(65
)

郎
と
馬
渡
八

(66
)

郎
宛
の
二
月
一
〇

日
付
書
簡
で
あ
る
︒

書
簡
中
の
小
出
と
は
小
出
千
之

(67
)

助
の
こ
と
で
あ
る
︒
石
丸
虎
五
郎
と
馬
渡
八
郎
の
ア

ド
レ
ス
︵
住
所
︶︑
パ
レ
イ
ス
︵
パ
リ
︶
と
続
く
と
こ
ろ
か
ら
︑
慶
応
三
年
に
パ
リ
万
国

博
覧
会
に
参
加
し
た
佐
野
寿
左
衛
門
・
小
出
千
之
助
・
藤
山
文
一
・
野
中
元
右
衛
門
・

深
川
長
右
衛
門
一
行
の
団
長
佐
野
寿
左
衛
門
が
︑
日
進
丸
購
入
契
約
交
渉
で
滞
在
先
の

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
石
丸
虎
五
郎
と
馬
渡
八
郎
の
二
人
に
宛
て
た
一
八
六
八
年

二
月
一
〇
日
の
書
簡
で
あ
ろ
う
と
推
量
し
た
︒

パ
リ
万
国
博
覧
会
︵
一
八
六
八
年
四
月
一
日
～
一
一
月
三
日
︶
に
携
わ
っ
た
佐
賀
藩
士

の
動
向
は
︑
設
営
に
イ
ギ
リ
ス
に
密
航
留
学
中
の
石
丸
と
馬
渡
が
駆
け
付

(68
)

け
︑
開
会
式

後
の
五
月
に
佐
野
一
行
が
到
着
し
た
︒
閉
会
式
後
︑
売
れ
残
り
︵
焼
物
以
外
︶
の
一
〇

〇
箱
の
茶
や
蝋
は
︑
三
〇
箱
を
オ
ラ
ン
ダ
で
佐
野
と
藤
山
が
︑
四
〇
箱
を
石
丸
と
馬
渡

が
ロ
ン
ド
ン
で
︑
三
〇
箱
を
小
出
と
深
川
が
パ
リ
で
売
り
捌
い

(69
)

た
の
で
あ
っ
た
︒

佐
野
常
民
記
念
館
に
は
︑
佐
野
が
オ
ラ
ン
ダ
で
購
入
し
記
録
し
た
﹁
一
八
六
八
年
﹂

の
黒
革
の
手
帳
が
あ
る
︒
西
洋
歴
二
月
一
〇
日
︵
和
歴
︑
正
月
一
七
日
︶
欄
を
見
て
み

る
と
︑﹁
ポ
ン
ぺ
同
道
ニ
而
ソ
シ
ー
テ
イ
ト
に
行
く
一
ヶ
月
社
中
に
入
る
⁝
⁝
⁝
⁝
〇

ロ
ン
ド
ン
パ
レ
イ
ス
に
書
状
を
出
す
﹂
と
あ
る
︒
佐
野
は
小
出
が
教
え
た
石
丸
と
馬
渡

の
ロ
ン
ド
ン
の
住
所
に
便
り
を
出
す
が
︑
返
事
が
無
い
の
で
困
惑
し
て
い
る
︒
小
出
は

パ
レ
イ
ス
︵
パ
リ
︶
に
最
早
帰
っ
た
の
か
︑
未
だ
滞
在
中
か
と
尋
ね
て
い
る
︒
今
週
中

に
は
自
分
も
ロ
ン
ド
ン
へ
行
き
た
い
と
い
う
︒
こ
れ
に
よ
り
︑﹁
ロ
ン
ド
ン
パ
レ
イ
ス

に
書
状
を
出
す
﹂
と
は
︑
ロ
ン
ド
ン
の
石
丸
虎
五
郎
・
馬
渡
八
郎
と
パ
リ
の
小
出
千
之

助
宛
に
書
状
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︵
写
真
Ｄ
︶︒

翌
々
日
の
二
月
一
二
日
に
は
﹁
⁝
〇
ロ
ン
ド
ン
石
丸
江
テ
レ
ガ
ラ
ー
フ
を
な
し
小
出
滞

留
の
有
無
等
を
訪

(70
)

ふ
⁝
﹂
と
あ
り
︑
佐
野
は
電
報
で
小
出
千
之
助
が
ま
だ
ロ
ン
ド
ン
に

滞
在
し
て
い
る
か
尋
ね
て
い
る
︒
余
程
小
出
に
急
用
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の

後
︑
四
月
一
日
に
至
り
︑﹁
⁝
〇
午
前
十
一
時
ロ
ン
ド
ン
の
ビ
シ
ュ
プ
ケ
ー
ト
ス
タ
シ
ヨ

ン
に
着
︑
石
丸
出
迎
へ
︑
一
同
に
イ
ス
リ
ン
グ
ス
ト
ン
に
行
き
⁝
⁝
ス
ト
ラ
ン
ド
十
番

に
旅
舎
す
⁝
﹂︒
佐
野
は
石
丸
の
案
内
で
ロ
ン
ド
ン
の
議
事
堂
・
製
鉄
所
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
両
大
学
・
博
物
館
・
エ
ン
ヒ
ー
ル
ド
小
銃
製
作
場
・
ウ
ー
ル

ウ
ィ
チ
大
砲
製
造
局
等
々
の
見
学
を
経
て
︑
四
月
一
九
日
︑
マ
ル
セ
ー
ユ
か
ら
帰
国
の

船
に
乗
り
︑
西
洋
歴
六
月
九
日
︵
和
暦
閏
四
月
一
九
日
︶
長
崎
に
着
い
た
︒

旧百崎家住宅蔵石丸安世家書簡文書
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佐
野
常
民
の
﹁
慶
応
四
辰
九
月
十
日
開
局
︑
諸
草
稿
︑
軍
務
方
﹂︵
写
真
Ｅ
︶
に
は
︑

九
月
十
日
開
局

晴

御
頭
人

安
藝
殿

御
相
談
人

外
記
殿

附
役

佐
野
寿
左
衛
門

本
島
喜
八
郎

島
内
平
之
助

十
一
日
晴
⁝
略
⁝
︵
写
真
Ｆ
︶

十
二
日
雨

今
度
軍
務
御
取
調
ニ
付
︑
洋
書
調
子
御
用
有
之
条
︑
左
之
人
々
役
内
懸
り

合
被
仰
付
方
ニ
者
有
御
座
間
敷
哉

石
黒
貫
二

十
三
日
御
達
相
成
嘉
右
衛
門
弟

石
丸
乕
五
郎

一
寿
左
衛
門
儀
︑
栄
寿
左
衛
門
江
改
名
願
之
通
昨
十
一
日
被
仰
付
候
段
︑

釣
合
相
成
候
︵
写
真
Ｇ
︶

と
あ
る
︒
佐
野
寿
左
衛
門
は
明
治
元
年
︵
一
八
六
八
︶
九
月
一
一
日
︑
栄
寿
左
衛
門

と
改
名
し
た
の
で
あ
っ
た
︒
右
の
次
第
か
ら
こ
の
文
書
番
号
11
書
簡
は
︑
佐
野
が
寿
左

衛
門
と
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
︑
一
八
六
八
年
︵
慶
応
四
︶
二
月
一
〇
日
に
佐
野

が
オ
ラ
ン
ダ
で
書
い
た
書
簡
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
︒

密
航
留
学
の
罪
を
憚
っ
て
上
海
に
待
機
し
︑
遅
れ
て
帰
国
し
た
石
丸
虎
五
郎
は
︑
九

月
一
三
日
に
軍
務
局
洋
書
調
子
御
用
に
取
り
た
て
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
拙
書

﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
で
は
︑
石
丸
虎
五
郎
の
佐
賀
藩
復
帰
を
明
治
元
年
九
月
二

二
日
の
﹁
船
方
差
次
﹂
と
し
て
き
た
が
︑
そ
れ
よ
り
九
日
遡
り
︑
明
治
元
年
九
月
一
三

日
に
石
丸
虎
五
郎
は
佐
賀
藩
に
復
帰
し
て
い
た
こ
と
が
解
明
で
き
た
︒

多 久 島 澄 子
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⑾
︑
文
書
番
号
12
は
︑
本
島
藤
太
夫
か
ら
石
丸
虎
五
郎
に
宛
て
た
二
月
二
〇
日
の
書
簡

で
あ
る
︒

本
島
藤
太

(71
)

夫
は
文
久
元
年
︑
藩
主
直
正
の
御
側
御
目
附
で
あ
る
︒
安
政
六
年
か
ら
継

続
し
て
長
崎
で
伝
習
中
で
あ
っ
た
石
丸
虎
五
郎
に
対
し
て
︑
藩
主
の
意
向
を
細
か
く
伝

え
て
い
る
書
簡
で
あ
る
︒

本
島
藤
太
夫
は
︑
文
化
七
年
︵
一
八
一
〇
︶
一
二
月
︑
佐
賀
藩
士
坂
井
弥
兵
衛
の
三

男
と
し
て
佐
賀
城
下
に
生
れ
︑
文
政
一
一
年
︵
一
八
二
八
︶
に
本
島
家
の
養
子
と
な
り
︑

文
政
一
三
年
に
は
御
側
に
出
仕
︑
藩
命
に
よ
り
伊
豆
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
に
大

砲
に
関
す
る
知
識
を
習
い
︑
天
保
一
五
年
︵
一
八
四
四
︶
に
家
督
相
続
し
て
御
火
術
方

掛
合
と
な
り
︑
嘉
永
三
年
︵
一
八
五
〇
︶
三
月
︑
再
度
長
崎
砲
台
増
築
の
た
め
江
川
の

元
に
派
遣
さ
れ
江
戸
湾
実
情
調
査
と
佐
久
間
象
山
に
砲
術
・
築
城
法
等
を
学
び
︑
帰
国

後
の
同
年
六
月
︑
四
一
歳
の
時
大
銃
製
造
方
の
主
任
と
な
る
︒
同
五
年
︑
鉄
製
大
砲
の

鋳
造
に
成
功
し
︑
新
設
さ
れ
た
長
崎
の
台
場
に
据
付
け
ら
れ
た
︒
そ
の
後
公
儀
御
石
火

鋳
立
付
役
︑
蒸
気
船
製
造
役
局
掛
合
等
を
歴

(72
)

任
し
た
︒

石
丸
虎
五
郎
︑
中
牟
田
倉
之

(73
)

助
︑
秀
島
藤
之

(74
)

助
の
三
人
に
文
久
元
年
二
月
一
一

(75
)

日
︑

英
語
稽
古
の
藩
命
が
下
っ
た
︒
こ
の
時
の
事
情
は
﹃
中
牟
田
倉
之
助
傳
﹄
に
詳
し
い
の

で
以
下
こ
れ
に
依
っ
て
書
く
︒
中
牟
田
は
二
月
一
〇
日
︑﹁
御
用
之
儀
候
條
︑
明
朝
飯

後
︑
御
城
御
出
可
被
成
候
﹂
と
の
御
用
状
を
受
け
︑
一
一
日
に
登
城
し
︑
英
語
稽
古
の

為
秀
島
藤
之
助
と
共
に
︑
出
崎
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
︒
中
牟
田
と
秀
島
は
相
談
し
て
︑

ハ
ン
デ
ル
ペ
イ
ル
英
蘭
対
訳
書
一
部
︑
ホ
ー
イ
ベ
ル
フ
又
は
ボ
ン
ホ
フ
英
蘭
対
訳
辞
書

二
部
︑
和
蘭
辞
彙
一
部
の
購
入
願
い
を
提
出
し
︑
飽あ
く

ノ
浦う

ら
(76
)

の
オ
ラ
ン
ダ
人
教
師
や
長

崎
の
通
詞
と
教
師
︑
往
年
来
親
交
深
い
薩
摩
藩
士
に
藩
費
で
贈
物
用
意
し
て
も
ら
う
こ

と
に
成

(77
)

功
し
た
︒
支
度
金
二
両
を
得
て
︑
本
庄
津
か
ら
二
月
二
三
日
出
発
し
て
長
崎
に

向
か
っ
た
︒
三
二
人
が
暇
乞
い
に
訪
れ
︑
そ
の
内
の
一
七
人
が
本
庄
津
ま
で
見
送
っ

(78
)

た
︒﹁︵
中
牟
田
︶
の
親
友
石
丸
虎
五
郎
・
馬
渡
八
郎
の
二
人
︑
閑
叟
公
の
命
を
奉
じ
既

に
長
崎
に
在
り
て
英
学
を
修
む
︑
中
牟
田
は
石
丸
の
推
薦
に
基
き
て
派
遣
せ
ら
る
ゝ
に

至
り
し
な

(79
)

り
﹂
と
あ
り
︑
虎
五
郎
が
長
崎
で
秀
島
と
中
牟
田
を
迎
え
た
の
は
︑
二
月
二

四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
当
時
虎
五
郎
は
長
崎
に
於
い
て
︑
飽
ノ
浦
蘭
人
に
就
い
て
機

械
学
と
英
学
と
を
研
究
中
で
あ
っ

(80
)

た
︒

本
島
の
書
簡
は
二
月
二
〇
日
付
で
︑
次
の
三
点
を
伝
え
て
い
る
︒

①
秀
島
藤
之
助
と
中
牟
田
倉
之
助
が
一
両
日
中
に
長
崎
に
出
発
す
る
こ
と
︒﹁
御
新

聞
等
之
事
﹂
と
は
石
丸
が
命
令
を
受
け
て
い
た
英
字
新
聞
翻

(81
)

訳
の
こ
と
︒

②
﹁
御
献
上
之
器
械
類
持
渡
り
候
趣
﹂
と
は
︑
佐
賀
藩
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
て
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幕
府
の
飽
ノ
浦
製
鉄
所
に
入
れ
た
造
船
器
械
の
こ
と
で
︑﹁
石
川
﹂
と
は
︑
佐
賀
藩
長
崎

聞
役
石
川
寛
左
衛

(82
)

門
の
こ
と
で
あ
る
︒

③
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
し
た
器
械
類
の
内
︑
既
に
飽
ノ
浦
に
同
種
の
物
が
有
る
場
合

は
︑
佐
賀
藩
に
下
げ
渡
し
に
な
る
よ
う
取
り
計
る
よ
う
に
︑
ハ
ル
デ

(83
)

ス
へ
も
働
き
か
け

る
よ
う
に
︒
と
︑
安
政
四
年
︑
器
械
と
共
に
飽
ノ
浦
に
着
任
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者

ハ
ル
デ
ス
の
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
︒

中
牟
田
倉
之
助
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
︑
石
丸
は
安
政
五
年
以
来
長
崎
に
お
い
て
引

き
続
き
伝
習
を
続
け
︑
こ
の
時
既
に
約
三
年
間
︑
ハ
ル
デ
ス
に
就
い
て
学
ん
で
い
た
の

で
あ
る
︒

右
の
次
第
か
ら
文
書
番
号
12
は
︑
文
久
元
年
︵
一
八
六
一
︶
二
月
二
〇
日
の
書
簡
と

考
え
る
︒

⑿

文
書
番
号
13
は
︑
千
住
大
之

(84
)

助
・
横
山
平
兵

(85
)

衛
・
古
川
與

(86
)

一
が
石
丸
虎
五
郎
へ
宛

て
た
六
月
二
二
日
の
書
簡
で
あ
る
︒

内
容
は
︑
藩
主
直
正
の
御
手
許
よ
り
御
拝
借
中
の
﹁
三
兵
タ
ク
チ
イ
キ
原
書
上
下
二

冊
﹂
を
︑
御
用
の
為
な
る
だ
け
急
い
で
返
却
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
︑
こ
の
原
書

と
は
︑
プ
ロ
シ
ャ
人
フ
ラ
ン
ト
の
原
書
を
オ
ラ
ン
ダ
人
ミ
ュ
ル
ケ
ン
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に

訳
し
た
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

『三
兵
答
古
知
幾

サ
ン
ペ
イ
タ
ク
チ
イ
キ

(87
)﹄

は
︑﹃
鍋
島
直
正
公
傳
﹄
四
巻
の
一
五
八
頁
に
出
て
い
る
︒
安
政

元
年
︑
蘭
学
寮
が
火
術
方
に
移
る
頃
に
は
﹃
三
兵
答
古
知
幾
﹄
は
佐
賀
藩
に
導
入
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
︒

千
住
︑
横
山
︑
古
川
が
御
小
姓
頭
と
し
て
三
人
一
緒
に
役
料
帳
に
名
前
を
確
認
で
き

る
の
は
︑
万
延
元
年
︵
一
八
六
〇
︶
と
文
久
元
年
︵
一
八
六
一
︶
で
あ
る
︒
石
丸
虎
五

郎
は
︑
安
政
五
年
︵
一
八
五
八
︶︑
六
年
︵
一
八
五
九
︶
の
海
軍
伝
習
時
代
か
ら
継
続
し

て
︑
万
延
︑
文
久
︑
元
治
︑
慶
応
元
年
︵
一
八
六
五
︶
一
〇
月
ま
で
長
崎
で
英
学
の
伝

習
と
翻
訳
・
通
訳
を
務
め
て
い
る
︒

こ
の
文
書
番
号
13
は
︑
石
丸
が
直
正
公
手
許
か
ら
﹁
三
兵
タ
ク
チ
イ
キ
原
書
上
下
二

冊
﹂
を
借
用
で
き
る
実
力
者
と
な
る
文
久
元
年
︵
一
八
六
一
︶
の
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
︒お

わ
り
に

二
〇
一
三
年
に
刊
行
し
た
拙
書
﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
に
は
︑
こ
の
一
二
通

の
書
簡
の
人
物
群
と
石
丸
虎
五
郎
︵
安
世
︶
の
関
係
を
明
確
に
著
述
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
︒
本
稿
で
は
枝
吉
杢
助
︵
神
陽
︶︑
島
團
右
衛
門
︵
義
勇
︶︑
空
閑
次
郎
八
︑

古
賀
一
平
︵
定
雄
︶︑
武
富
文
之
助
︵
圯
南
︶︑
前
山
清
一
郎
︑
向
井
次
郎
作
︑
伊
東
外

記
︑
佐
野
寿
左
衛
門
︑
本
島
藤
太
夫
︑
千
住
大
之
助
︑
横
山
平
兵
衛
︑
古
川
與
一
︑
副

島
種
臣
︑
大
木
喬
任
と
石
丸
虎
五
郎
︵
安
世
︶
の
関
係
が
見
え
て
き
た
分
を
書
き
示
し

た
︒文

書
番
号
７
︑
１
の
江
藤
又
蔵
︵
新
平
︶
書
簡
で
は
︑
江
藤
が
蘭
学
に
執
心
し
て
い

た
こ
と
が
︑﹁
三
兵
答
古
知
幾
﹂
筆
写
の
と
こ
ろ
で
明
確
と
な
っ
た
︒
新
平
︑
虎
五
郎
︑

秀
島
轉
︑
松
本
壽
一
郎
と
︑
ほ
ぼ
同
年
の
四
人
が
親
密
な
関
係
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
︒

弘
道
館
や
蘭
学
寮
で
共
に
学
ん
だ
者
同
志
の
隠
語
を
交
え
た
貴
重
な
私
信
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

文
書
番
号
３
︑
４
で
は
安
政
期
の
弘
道
館
宿
直
の
様
子
が
分
か
る
教
諭
と
都
検
の
や

り
と
り
で
あ
る
︒
宿
直
の
借
り
を
返
す
こ
と
を
﹁
返
勤
﹂
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
弘

道
館
の
具
体
的
な
実
態
が
分
か
る
︒
こ
の
よ
う
な
弘
道
館
組
織
・
人
物
群
に
︑
虎
五
郎

を
は
じ
め
と
し
て
後
進
は
学
び
︑
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
︒
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文
書
番
号
９
で
は
︑
藩
主
直
正
の
懐
刀
と
言
わ
れ
た
伊
東
外
記
が
石
丸
嘉
右
衛
門
に

信
頼
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
書
簡
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
評
価
高
か
っ
た

嘉
右
衛
門
︵
十
作
︶
を
虎
五
郎
は
兄
に
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

文
書
番
号
５
︑
６
か
ら
は
︑
石
丸
虎
五
郎
の
佐
賀
藩
内
で
の
幅
広
い
交
友
関
係
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
︒
古
賀
一
平
︑
空
閑
次
郎
八
︑
島
團
右
衛
門
と
虎
五
郎
と
の
関
係
は

今
ま
で
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
︑
一
平
も
次
郎
八
も
團
右
衛
門
も
虎
五
郎
に
信

頼
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
行
間
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る
︒

文
書
番
号
10
で
は
︑
神
陽
か
ら
虎
五
郎
へ
投
げ
か
け
る
温
か
い
言
葉
に
よ
り
︑
虎
五

郎
へ
の
神
陽
の
期
待
と
虎
五
郎
の
神
陽
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
偲
ば
れ
る
︒

文
書
番
号
２
︑
８
で
は
︑
明
治
政
府
の
高
官
と
な
っ
た
副
島
種
臣
と
大
木
喬
任
と
石

丸
安
世
の
関
係
が
垣
間
見
え
る
︒
種
臣
と
安
世
︑
喬
任
と
安
世
は
︑
東
京
に
出
て
か
ら

も
交
流
を
続
け
︑
近
代
日
本
の
建
設
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き

る
︒文

書
番
号
12
︑
13
で
は
︑
藩
主
直
正
が
期
待
と
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
石
丸
虎
五
郎
像

が
見
え
て
来
る
︒
文
書
番
号
12
は
︑
直
正
御
側
御
目
付
の
本
島
藤
太
夫
が
直
正
の
意
向

を
内
密
に
虎
五
郎
に
伝
え
て
い
る
︒
文
書
番
号
13
で
は
︑
直
正
手
許
の
三
兵
タ
ク
チ
イ

キ
原
書
上
下
二
冊
が
虎
五
郎
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒

文
書
番
号
11
は
︑
パ
リ
万
国
博
覧
会
終
了
後
︑
帰
国
直
前
の
慶
応
四
年
二
月
︑
オ
ラ

ン
ダ
の
佐
野
寿
左
衛
門
が
ロ
ン
ド
ン
の
石
丸
虎
五
郎
と
馬
渡
八
郎
へ
出
し
た
書
簡
で
あ

る
︒
こ
の
書
簡
こ
そ
は
虎
五
郎
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
持
ち
帰
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
我
々
も

読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

｢十
作
弟
﹂︑﹁
嘉
右
衛
門
弟
﹂
と
石
丸
虎
五
郎
に
肩
書
が
付
い
た
文
書
ば
か
り
を
目
に

し
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
︑
文
書
番
号
11
︑
12
︑
13
の
︑
佐
野
寿
左
衛
門
・
本
島
藤
太

夫
・
千
住
大
之
助
・
横
山
平
兵
衛
・
古
川
與
一
が
︑﹁
石
丸
虎
五
郎
様
﹂
と
書
い
て
い
る

こ
と
に
新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
た
︒
し
か
も
︑
佐
野
寿
左
衛
門
と
本
島
藤
太
夫
は
︑
書
簡

末
尾
に
﹁
恐
惶
謹
言
﹂
と
最
上
の
敬
い
を
も
っ
て
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
文
久
元
年

二
月
︑
長
崎
で
の
英
語
稽
古
の
藩
命
が
下
る
頃
︑
石
丸
虎
五
郎
は
︑
佐
賀
藩
に
お
け
る

英
学
第
一
人
者
で
あ
り
︑
傑
出
し
た
海
軍
伝
習
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
と
言

え
よ
う
︒

書
簡
は
︑
石
丸
虎
五
郎
︵
安
世
︶
宛
て
が
九
通
︑
石
丸
嘉
右
衛
門
関
係
が
三
通
で
あ

る
︒
嘉
右
衛
門
関
係
は
安
政
か
ら
文
久
年
間
の
も
の
で
︑
安
世
関
係
は
安
政
四
年
か
ら

明
治
一
六
年
ま
で
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
現
段
階
の
ま
と
め
と
し
て
別
表
５
を
作
成

し
た
︒

一
節
で
︑
旧
百
崎
家
の
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
は
︑
百
崎
知
親
が
入
手
し
た
の
だ
ろ

う
か
と
推
理
し
た
が
︑﹁
現
在
の
屋
敷
は
︑
百
崎
欽
一
︵
一
八
八
〇
～
一
九
五
五
︶
が
︑

或
る
未
亡
人
よ
り
買
い
取
っ
て
大
正
三
年
︵
一
九
一
四
︶
に
百
崎
医
院
を
開
業
﹂
し
た

際
︑
買
い
取
っ
た
家
に
付
随
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒

ま
た
︑
こ
の
書
簡
を
屏
風
に
仕
立
て
た
人
物
を
推
察
す
る
と
︑

①
明
治
一
七
年
一
月
か
ら
二
月
の
間
に
石
丸
安
世
本
人
が
仕
立
て
た
︒

②
嘉
右
衛
門
が
健
在
の
と
き
に
仕
立
て
た
︒

③
嘉
右
衛
門
と
安
世
が
二
人
揃
っ
て
仕
立
て
た
︒

④
第
三
者
が
仕
立
て
た
︒

右
の
四
通
り
が
推
察
さ
れ
る
︒
書
簡
の
貼
り
付
け
順
序
に
つ
い
て
は
︑
当
事
者
の
石

丸
嘉
右
衛
門
か
石
丸
安
世
で
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
え
︑
全
く
無
作
為

に
行
わ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
︒

旧
百
崎
家
の
石
丸
安
世
書
簡
文
書
に
つ
い
て
は
今
後
と
も
究
明
に
努
め
た
い
︒
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謝
辞本

稿
作
成
並
び
に
発
表
に
あ
た
り
ま
し
て
は
︑
ご
所
蔵
者
の
服
部
康
喜
様
服
部
八
重

様
ご
夫
妻
と
石
井
家
ご
子
孫
影
山
信
雄
様
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
︒
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
服
部
八
重
様
に
は
︑
千
葉
県
市
川
市
影
山
信
雄
様
に
何
度

も
お
手
紙
・
電
話
を
さ
れ
て
石
井
家
の
家
系
譜
写
︑
石
井
家
・
百
崎
家
過
去
帳
等
を
入

手
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
︒

佐
野
常
民
記
念
館
館
長
諸
田
謙
次
郎
様
︑
同
館
近
藤
晋
一
郎
様
︑
鍋
島
報
效
会
富
田

紘
次
様
︑
石
丸
安
世
家
書
簡
文
書
会
会
員
の
皆
様
︑
研
究
紀
要
編
集
事
務
の
皆
様
に
は
︑

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

史
料

佐
賀
市
佐
野
常
民
記
念
館
所
蔵
﹁
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｅ
Ｋ
Ｊ
Ｅ
︵
オ
ラ
ン
ダ
製
革
製
手
帳
︶

一
八
六
八
年
︵
慶
応
四
・
明
治
元
︶﹂︵
佐
野
常
民
が
オ
ラ
ン
ダ
で
求
め
記
録
し
た
手
帳
︶

佐
賀
市
佐
野
常
民
記
念
館
所
蔵
﹁
慶
応
四
辰
九
月
十
日
開
局
︑
諸
草
稿
︑
軍
務
方
﹂︵
佐

野
常
民
の
軍
務
方
に
関
す
る
覚
書
︶

影
山
信
雄
︵
千
葉
県
市
川
市
高
石
神
︑
泰
福
寺
︶
所
蔵
﹁
石
井
家
系
譜
写
﹂

影
山
信
雄
所
蔵
﹁
石
井
家
・
百
崎
家
の
過
去
帳
﹂︵
影
山
堯
雄
作
成
︶

参
考
文
献

秀
島
成
忠
﹃
佐
賀
藩
海
軍
史
﹄
知
新
會
︑
一
九
一
七
年

中
村
孝
也
﹃
中
牟
田
倉
之
助
傳
﹄
中
牟
田
武
信
︑
一
九
一
九
年

中
野
禮
四
郎
編
﹃
鍋
島
直
正
公
傳
﹄
侯
爵
鍋
島
家
編
纂
所
︑
一
九
二
一
年

造
幣
局
﹃
造
幣
局
七
十
年
史
﹄
一
九
四
二
年

吉
見
貞
章
﹃
佐
賀
県
医
事
史
﹄
郷
土
新
報
社
︑
一
九
五
七
年
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別表５ 石丸安世家書簡文書作成年代一覧 順序は現段階で検討した結果である 2019年11月 多久島澄子作成

文書番号 作成年 西暦 月日 西暦月日 作成者 作成場所 宛名 受取人住所

№10 安政４年 1857 12月29日 枝吉杢助 佐賀 石丸虎五郎 佐賀

№４ 安政５年 1858 ５月11日 前山清一郎 佐賀 向井次郎作・石丸十作 佐賀

№７･１ 安政５年 1858 ７月21日 江藤又蔵 石丸虎五郎 長崎

№５ 安政６年 1859 ４月９日 古賀一平 長崎 石丸虎五郎 長崎

№12 文久元年 1861 ２月20日 本島藤太夫 佐賀 石丸虎五郎 長崎

№９ 文久２年 1862 ９月２日 伊東外記 石丸嘉右衛門 佐賀

№11 慶応４年 1868 １月17日 ２月10日 佐野寿左衛門 オランダ 石丸虎五郎・馬渡八郎 ロンドン

文書番号 作成年 西暦 月日 西暦月日 作成者 作成場所 宛名 受取人住所

№３ 安政３〜４年
1856〜
1857

６月６日 武富文之助 佐賀 向井次郎作 佐賀

№６ 安政２〜４年
1855〜
1857

４月25日
空閑次郎八・
島團右衛門

佐賀 石丸虎五郎 佐賀

№13 万延元〜文久元年
1860〜
1861

６月22日
千住大之助・
横山平兵衛・
古川與一

佐賀 石丸虎五郎 長崎

№８ 明治５〜16年
1872〜
1883

10月21日 大木喬任 東京 石丸安世 東京

№２ 明治12〜16年
1879〜
1883

３月27日 副島種臣 東京 石丸安世・長森敬斐 東京



中
原
勇
夫
編
﹃
今
泉
蠏
守
歌
文
集
﹄
一
九
七
一
年

山
村
聰
﹃
釣
り
ひ
と
り
﹄
二
見
書
房
︑
一
九
七
四
年

村
山
和
彦
﹃
佐
賀
藩
幕
末
関
係
文
書
調
査
報
告
書
﹄
佐
賀
県
立
図
書
館
︑
一
九
八
一
年

佐
賀
の
文
学
編
集
委
員
会
﹃
佐
賀
の
文
学
﹄
新
郷
土
刊
行
会
︑
一
九
八
七
年

岸
川
雅
俊
﹁
︱
西
海
日
記
︱
勇
魚
取
り
﹂︵
九
州
大
学
医
学
部
外
科
第
一
講
座
﹃
同
門
会

誌
﹄
第
一
八
巻
︑
一
九
八
三
年
︶

岸
川
雅
俊
﹁
盆
柿
﹂︵
九
州
大
学
医
学
部
外
科
学
第
一
講
座
﹃
同
門
会
誌
﹄
第
一
五
巻
︑

一
九
八
五
年
度
二
四
頁
別
刷
︶

佐
賀
近
代
史
研
究
会
﹃
佐
賀
新
聞
に
見
る
近
代
史
年
表
明
治
編
上
﹄
佐
賀
新
聞
社
︑
一

九
八
七
年

小
宮
博
康
﹃
佐
賀
県
歴
史
人
名
事
典
﹄
洋
学
堂
書
店
︑
一
九
九
三
年

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
コ
ビ
ン
グ
﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
対
外
関
係
の
研
究
﹄︵
財
︶
鍋
島
報
效
会
︑

一
九
九
四
年

大
園
隆
二
郎
﹃
大
隈
重
信
﹄
西
日
本
新
聞
社
︑
二
〇
〇
五
年

犬
塚
孝
明
﹁
佐
賀
藩
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
﹂︵﹃
世
界
を
見
た
幕
末
維
新
の
英
雄
た
ち
﹄
新

人
物
往
来
社
︑
二
〇
〇
七
年

多
久
島
澄
子
﹁
英
人
莫
理
斯
と
経
綸
舎
﹂︵
一
二
︶
伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
﹃
烏
ん
枕
﹄

七
八
号
︑
二
〇
〇
七
年
︶

佐
賀
県
立
図
書
館
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
五
編
第
一
巻
︑
二
〇
〇
八
年

生
馬
寛
信
・
中
野
正
裕
﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研

究
論
文
集
﹄
第
一
四
集
第
一
号
︑
二
〇
〇
九
年
︶

生
馬
寛
信
・
串
間
聖
剛
・
中
野
正
裕
﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
手
明
鑓
名
簿
及
び
大
組
編
制
﹂

︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
﹄
第
一
四
集
第
二
号
︑
二
〇
一
〇
年
︶

青
木
歳
幸
・
野
口
朋
隆
﹃﹃
小
城
藩
日
記
﹄
に
み
る
近
世
佐
賀
医
学
・
洋
学
史
料
﹄
後
編

︵
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
〇
年
︶

榎
本
洋
介
﹃
島
義
勇
﹄
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
一
年

佐
賀
近
代
史
研
究
会
﹃
佐
賀
新
聞
に
見
る
近
代
史
年
表
明
治
編
下
﹄
佐
賀
新
聞
社
︑
二

〇
一
一
年

中
野
正
裕
﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
軍
制
に
つ
い
て
︱
﹃
元
治
元
年
佐
賀
藩
拾
六
組
侍
着
到

﹄
︱
﹂︵
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
﹃
研
究
紀
要
﹄
第
七
号
︑
二
〇
一
二
年
︶

中
野
正
裕
﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
役
料
帳
に
つ
い
て
︱
史
料
翻
刻
﹃
年
役
々
料
書
出
帳
﹄

﹃
役
料
帳
﹄
︱
﹂︵
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
第
六
号
︑

二
〇
一
二
年
︶

重
松
優
﹃
大
木
喬
任
﹄
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
二
年

星
原
大
輔
﹃
江
藤
新
平
﹄
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
二
年

多
久
島
澄
子
﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年

森
田
朋
子
・
齋
藤
洋
子
﹃
副
島
種
臣
﹄
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
四
年

大
園
隆
二
郎
﹃
枝
吉
神
陽
﹄
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
五
年

伊
藤
昭
弘
﹃
古
文
書
に
見
る
鍋
島
直
正
の
藩
政
改
革
﹄
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
五
年

串
間
聖
剛
﹁
佐
賀
藩
﹁
御
鋳
立
方
﹂
の
七
賢
人
︱
経
歴
と
事
績
を
中
心
に
︱
﹂︵﹃
幕
末

佐
賀
藩
の
科
学
技
術
﹄
上
︑
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
六
年
︶

多
久
島
澄
子
﹁
佐
賀
藩
御
鋳
立
方
田
中
虎
六
郎
の
事
績
﹂︵﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術
﹄

上
︑
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
六
年
︶

多
久
島
澄
子
﹁
佐
賀
藩
の
英
学
の
始
ま
り
と
進
展
﹂︵﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術
﹄
下
︑

岩
田
書
院
︑
二
〇
一
六
年
︶

多
久
島
澄
子
﹁
初
代
電
信
頭
石
丸
安
世
﹂︵﹃
近
代
日
本
製
鉄
・
電
信
の
源
流
︱
幕
末
明

治
初
期
の
科
学
技
術
﹄
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
七
年
︶
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多
久
島
澄
子
﹁
小
出
千
之
助
と
馬
渡
嶺
雲
﹂︵﹃
佐
賀
医
学
史
研
究
会
報
﹄
一
〇
六
号
︑

二
〇
一
七
年
︶

佐
賀
医
学
史
研
究
会
﹃
佐
賀
医
人
伝
﹄
佐
賀
新
聞
社
︑
二
〇
一
八
年

伊
藤
昭
弘
﹃
古
文
書
に
見
る
鍋
島
直
正
の
藩
政
改
革
﹄︵
二
︶
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
八
年

山
口
佐
和
子
﹁
三
重
津
海
軍
所
跡
関
連
史
料
編
︵
補
遺
編
︶
佐
野
常
民
軍
務
局
に
関
す

る
覚
書
﹂︵
佐
賀
市
教
育
委
員
会
﹃
佐
賀
市
重
要
産
業
遺
跡
関
係
調
査
報
告
書
第
10
集
幕

末
佐
賀
藩
三
重
津
海
軍
所
跡
Ｖ
︱
21
区
の
調
査
︱
﹄︑
二
〇
一
八
年
︶

佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
﹃
佐
賀
県
人
名
辞
典
﹄
二
〇
一
九
年

多
久
島
澄
子
﹁﹃
香
の
霞
集
﹄﹂︵
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀

要
﹄
第
一
四
号
︑
二
〇
一
九
年
︶

国
立
公
文
書
館
h
ttp
s://w
w
w
.d
ig
ital.arch
iv
es.g
o.jp

国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
h
ttp
s://w
w
w
.jacar.g
o.jp
/

︻
註
︼

︵
１
︶
筆
者
は
︑
石
丸
虎
五
郎
︵
安
世
︶
の
生
涯
を
﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
と
題
し
二
〇
一
三

年
に
刊
行
し
た
︒
石
丸
虎
五
郎
は
天
保
五
年
︵
一
八
三
四
︶
六
月
二
一
日
︑
佐
賀
藩
士
石
丸
六

兵
衛
の
四
男
と
し
て
生
れ
た
︒
石
丸
家
は
龍
造
寺
豊
前
守
胤
家
か
ら
数
え
て
四
代
目
が
石
丸
備

後
守
で
︑
石
丸
備
後
を
初
代
と
し
て
石
丸
六
兵
衛
安
致
は
一
〇
代
目
︑
兄
嘉
右
衛
門
︵
十
作
︶

安
積
が
一
一
代
目
で
あ
る
︒
兄
の
十
作
は
藩
校
弘
道
館
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
︑
茶
を
嗜
む
︒

伯
母
の
浦
は
八
代
藩
主
治
茂
の
娘
徽
姫
︵
中
院
通
繁
に
嫁
す
︶
に
天
保
二
年
ま
で
奉
仕
し
て
京

都
よ
り
帰
国
︑
病
身
の
為
嫁
ぐ
事
な
く
文
久
元
年
没
し
た
︒
佐
賀
藩
歌
壇
に
石
丸
浦
子
の
名
で

参
加
し
︑﹁
白
縫
集
﹂︑﹁
西
肥
女
房
百
歌
撰
﹂
に
選
歌
さ
れ
て
い
る
︵
多
久
島
澄
子
﹁
初
代
電
信

頭
石
丸
安
世
﹂﹃
近
代
日
本
製
鉄
・
電
信
の
源
流
﹄
二
〇
一
七
年
︶
二
七
九
頁
︒

︵
２
︶
国
は
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
名
称
を
﹁
旧
百
﨑
家
住
宅
主
屋
﹂
と
表
記
し
て
い
る
の
で
︑
引

用
部
分
は
こ
れ
を
用
い
︑
こ
の
稿
の
本
文
で
は
百
崎
家
で
統
一
し
た
︒

︵
３
︶
妙
光
山
常
照
院
︵
佐
賀
市
本
庄
町
鹿
子
︶
は
︑
佐
賀
藩
藩
祖
直
茂
が
正
室
陽
泰
院
を
見
初
め
た

地
で
あ
る
石
井
氏
の
飯
盛
城
跡
で
︑
石
井
常
延
︵
陽
泰
院
実
父
︶・
石
井
如
自
︵
佐
賀
俳
壇
先
駆

者
二
代
藩
主
光
茂
の
御
歌
書
役
︶
の
墓
所
が
あ
る
︒

︵
４
︶
南
里
早
智
子
氏
は
佐
賀
市
柳
町
在
住
の
佐
賀
医
学
史
研
究
会
会
員
で
医
学
史
を
は
じ
め
︑
故
人

の
旧
蹟
に
詳
し
い
︒
筆
者
は
当
時
︑
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
第

一
四
号
︵
二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日
発
行
︶
の
原
稿
﹁
香
の
霞
集
﹂
を
作
成
中
で
︑
そ
の
主
人

公
竹
仙
居
民
路
の
墓
が
﹁
飯
盛
の
里
な
る
常
照
精
舎
﹂
に
あ
る
と
い
う
の
で
︑
こ
の
日
南
里
氏

に
常
照
院
案
内
を
依
頼
し
て
い
た
︒

︵
５
︶
石
井
長
庵
と
は
︑
弘
化
二
年
︵
一
八
四
五
︶
巳
年
総
着
到
下
二
︑
三
九
丁
︵
佐
賀
県
立
図
書
館

ｓ
復
三
三
一
／
六
二
︶
に
石
井
長
庵
・
米
九
石
五
人
扶
持
・
勘
解
由
組
・
内
治
・
川
久
保
在
住

と
あ
る
︒
生
馬
寛
信
・
中
野
正
裕
﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研

究
論
文
集
第
一
四
集
第
一
号
﹄
二
〇
〇
九
年
︶
に
は
石
井
長
庵
・
米
九
石
・
三
一
歳
・
白
石
原

在
住
と
あ
る
︒﹃
小
城
日
記
﹄
に
は
︑
安
政
六
年
五
月
廿
八
日
︑
佐
賀
医
師
福
智
院
へ
出
席
の

事
︑
一
︑
代
官
所
ゟ
左
之
通
達
出
相
成
候
事
︑
手
覚
︑
佐
嘉
医
師
石
井
長
庵
︑
今
廿
八
日
福
智

院
出
席
有
之
候
事
︵
青
木
歳
幸
・
野
口
朋
隆
﹃
小
城
日
記
﹄
に
み
る
近
世
医
学
・
洋
学
史
料
﹄

後
編
︑
二
〇
一
〇
年
︶
一
八
一
・
一
八
二
頁
︒

︵
６
︶
南
里
早
智
子
氏
が
目
に
し
た
書
簡
は
大
木
喬
任
が
石
丸
安
世
に
宛
て
た
も
の
で
︑
文
書
番
号
８
︒

︵
７
︶
多
久
島
澄
子
が
目
に
し
た
の
が
江
藤
又
蔵
︵
後
の
新
平
︶
が
石
丸
虎
五
郎
に
宛
て
た
書
簡
で
文

書
番
号
１
で
あ
る
︒
江
藤
が
又
蔵
と
署
名
し
た
書
簡
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
後
日
聴

い
た
︒

︵
８
︶
岸
川
雅
俊
は
︑
一
九
八
〇
年
度
第
一
五
巻
の
﹃
九
州
大
学
医
学
部
外
科
学
第
一
講
座
同
門
会
誌
﹄

に
も
﹁
盆
柿
﹂︵
二
四
ペ
ー
ジ
︶
と
題
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
︒
こ
れ
も
神
奈
垣
魯
文
の

﹃
佐
賀
電
信
録
﹄︵
明
治
七
年
︶
等
を
駆
使
し
て
い
る
が
︑
蓮
池
藩
下
級
武
士
小
松
次
郎
の
目
を

通
し
て
明
治
七
年
の
佐
賀
の
乱
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
︒
恐
ら
く
小
松
家
に
底
本
と
な
る
日
記

等
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

︵
９
︶
百
崎
知
親
は
﹁
勇
魚
取
り
﹂
の
本
歌
を
思
い
出
し
︑﹁
と
こ
し
へ
に
君
も
遇
へ
や
も
い
さ
な
取
り

海
の
浜
藻
の
寄
る
と
き
ど
き
は
﹂
と
記
し
て
い
る
︵
岸
川
雅
俊
﹁
︱
西
海
日
記
︱
勇
魚
取
り
﹂

︵
九
州
大
学
医
学
部
外
科
学
第
一
講
座
﹃
同
門
会
誌
﹄
第
一
八
巻
︑
一
九
八
三
年
︶
三
〇
頁
︒

︵
10
︶
松
田
正
久
︵
弘
化
二
年
：
一
八
四
五
～
大
正
三
年
：
一
九
一
四
︶
と
は
小
城
郡
牛
津
生
れ
︑
実

父
は
横
尾
唯
七
︑
明
治
二
年
大
学
本
校
入
学
︑
同
五
年
陸
軍
省
よ
り
フ
ラ
ン
ス
留
学
︒
同
九
年

一
二
月
長
崎
県
議
会
議
長
と
な
る
︒
同
二
〇
年
検
事
︒
同
二
一
年
鹿
児
島
高
等
中
学
造
士
館
教

多 久 島 澄 子
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頭
︵
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
﹃
佐
賀
県
人
名
辞
典
﹄
二
〇
一
九
年
︶︒

︵
11
︶
乱
と
は
明
治
七
年
︵
一
八
七
四
︶
の
佐
賀
の
乱
︑
江
藤
新
平
は
不
平
士
族
た
ち
の
征
韓
党
の
領

袖
に
推
さ
れ
︑
江
藤
は
徐
族
・
斬
首
・
梟
首
の
刑
と
な
る
︵
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
﹃
佐
賀
県
人

名
辞
典
﹄︶︒

︵
12
︶
五
島
捕
鯨
会
社
は
︑
明
治
一
七
年
五
〇
万
円
で
払
下
げ
ら
れ
た
岩
崎
の
造
船
所
︵
同
二
〇
年
完

了
の
現
三
菱
造
船
所
︶︑
同
二
〇
年
一
月
始
ま
っ
た
百
万
円
の
佐
世
保
鎮
守
府
建
設
と
並
び
︑
長

崎
県
三
大
事
業
と
称
さ
れ
た
︵﹁
︱
西
海
日
記
︱
勇
魚
取
り
﹂
二
九
頁
︶︒
五
島
捕
鯨
会
社
の
所

在
地
は
上
五
島
中
通
島
有
川
︑
明
治
一
七
年
設
立
︑
資
本
金
五
万
円
︑
社
員
︵
株
主
兼
部
長
︶

二
〇
名
︑
手
代
︵
課
長
︶
二
五
名
︑
部
屋
使
︵
従
業
員
︶
一
二
名
︑
以
上
が
月
給
制
︒
他
に
羽

差
︑
労
務
者
︑
水
夫
多
数
︒
明
治
一
七
年
度
欠
損
八
千
円
︑
同
一
八
年
度
利
益
四
千
円
︑
同
一

九
年
度
利
益
八
千
円
︵﹁
︱
西
海
日
記
︱
勇
魚
取
り
﹂︵
九
州
大
学
医
学
部
外
科
学
第
一
講
座

﹃
同
門
会
誌
﹄
第
一
八
巻
︑
一
九
八
三
年
︶
二
二
頁
︒

︵
13
︶
石
井
長
益
と
は
石
井
長
庵
藤
原
胤
章
︵
鶴
吉
郎
︶
の
こ
と
で
︑
石
井
文
伯
藤
原
忠
謀
︵
寛
一
郎
・

長
順
︶
の
第
二
子
で
文
政
九
年
生
れ
天
保
七
年
家
督
相
続
︑
嘉
永
六
年
同
藩
士
湯
原
次
郎
左
衛

門
の
女
を
娶
る
︑
国
主
直
大
公
の
侍
医
兼
医
学
校
好
生
館
で
教
え
る
︑
性
闊
達
に
し
て
同
藩
士

前
山
清
一
郎
と
兄
弟
の
好
を
お
さ
め
外
国
交
通
の
説
を
唱
え
︑
元
治
元
年
四
月
二
八
日
卒
す
三

九
歳
︑
長
男
環
一
郎
︵
嘉
永
七
年
一
一
月
一
四
日
生
れ
︶︑
二
男
次
郎
助
︵
安
政
二
年
一
〇
月
二

六
日
生
れ
︶︑
三
男
小
太
郎
︵
安
政
五
年
一
二
月
二
六
日
生
れ
︶︑
四
男
袈
裟
四
郎
︵
文
久
二
年

八
月
一
二
日
生
れ
︶︑
室
湯
原
次
郎
左
衛
門
の
女
は
四
男
を
産
み
明
治
一
一
年
六
月
四
日
卒
四

七
歳
︵﹁
石
井
家
系
譜
写
﹂︶︒
吉
見
貞
章
﹃
佐
賀
県
医
事
史
﹄︵
郷
土
新
報
社
︑
一
九
五
七
年
︶

四
一
頁
に
︑
医
学
校
正
則
生
徒
︵︵
明
治
︶
七
年
ヲ
期
シ
テ
成
業
ニ
至
ル
者
ト
ス
︶
一
三
人
中
に
︑

石
井
長
益
の
名
が
あ
る
︒
文
政
九
年
生
れ
の
長
益
は
明
治
七
年
︵
一
八
七
四
︶
に
は
四
八
歳
な

の
で
︑
こ
の
長
益
は
︑
長
男
重
義
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
︒
佐
賀
近
代
史
研
究
会
﹃
佐
賀
近
代
史

年
表
明
治
編
上
﹄︵
佐
賀
新
聞
社
︑
一
九
八
七
年
︶
一
六
〇
頁
に
︑
明
治
二
三
年
︵
一
八
九
〇
︶

一
月
一
八
日
﹁
医
学
青
年
会
が
発
足
︑
佐
賀
市
与
賀
町
の
光
照
寺
で
発
会
式
︑
会
員
四
〇
名
出

席
︑
客
員
石
井
長
益
の
血
液
成
分
講
義
を
聞
く
﹂
と
あ
る
︒
こ
の
石
井
長
益
は
石
井
重
義
の
こ

と
で
あ
る
︒
石
井
家
系
譜
写
に
よ
れ
ば
︑
石
井
重
義
は
明
治
二
七
年
二
月
一
三
日
死
去
︑
享
年

四
二
歳
︑
法
号
好
生
軒
重
義
日
勉
居
士
︑
常
照
院
に
葬
る
︒

︵
14
︶
百
崎
次
郎
助
は
石
井
長
益
︵
長
庵
︶
の
二
男
と
し
て
安
政
二
年
︵
一
八
五
五
︶
一
〇
月
二
六
日

に
生
れ
明
治
四
一
年
︵
一
九
〇
八
︶
三
月
二
日
に
没
し
た
︵
百
崎
家
文
書
・
石
井
家
系
譜
写
︶︒

﹃
佐
賀
県
医
事
史
﹄︵
郷
土
新
報
社
︑
一
九
五
七
年
︶
四
一
頁
︑
医
学
校
初
級
八
〇
人
中
に
石
井

次
郎
助
の
名
前
が
あ
る
︒
次
郎
助
は
明
治
七
年
︵
一
八
七
四
︶
に
は
一
九
歳
で
あ
る
︒

︵
15
︶
百
崎
欽
一
︵
明
治
一
三
年
：
一
八
八
〇
～
昭
和
三
〇
年
：
一
九
五
五
︶︑
俳
号
を
刀
郎
︑
佐
賀
中

学
か
ら
長
崎
医
専
に
入
学
︒
病
気
の
為
馬
渡
島
で
静
養
中
の
明
治
三
五
︑
六
年
に
内
藤
鳴
雪
選

の
﹃
文
庫
﹄
や
虚
子
・
碧
梧
桐
選
の
﹃
新
声
﹄
に
投
句
︒
医
専
卒
業
後
は
好
生
館
に
勤
め
︑
そ

の
後
佐
賀
市
水
ヶ
江
横
小
路
︵
現
水
ヶ
江
三
丁
目
︶
で
医
院
を
開
業
︒
昭
和
一
一
年
﹁
白
雨
会
﹂

を
結
成
し
句
作
再
開
︑
や
が
て
﹁
白
雨
会
﹂
が
﹁
佐
賀
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
﹂
と
な
る
︒
機
関
誌
﹃
楠
﹄

も
発
行
し
た
︒
句
集
に
﹃
楠
の
落
葉
﹄︵﹃
佐
賀
の
文
学
﹄
新
郷
土
刊
行
会
︑
一
九
八
七
年
︶︒

︵
16
︶﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第
一
号
﹄
二
〇

〇
九
年
︶
に
︑
百
崎
姓
は
﹁
百
崎
理
左
衛
門
六
六
歳
・
米
九
石
・
一
代
・
田
代
在
住
・
坂
部
又

右
衛
門
組
﹂︒
生
馬
寛
信
・
串
間
聖
剛
・
中
野
正
裕
﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
手
明
鑓
名
簿
及
び
大
組
編

制
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第
二
号
﹄
二
〇
一
〇
年
︶
に
は
百
崎

理
左
衛
門
︑
一
代
︑
米
九
石
但
五
人
扶
持
無
落
米
皆
白
︑
又
右
衛
門
組
︒

︵
17
︶
副
島
信
太
郎
と
は
オ
ラ
ン
ダ
生
れ
の
米
国
人
フ
ル
ベ
ッ
キ
を
教
師
に
︑
大
隈
た
ち
の
提
唱
で
で

き
た
長
崎
の
佐
賀
藩
立
致
遠
館
の
舎
監
に
就
任
以
来
当
地
に
留
ま
っ
て
教
育
に
従
事
し
た
︒
明

治
二
一
年
現
在
︑
二
小
学
校
の
校
長
を
務
め
る
︵﹁
︱
西
海
日
記
︱
勇
魚
取
り
﹂
三
四
頁
︶︒

︵
18
︶
百
貫
と
は
塩
田
川
の
河
口
港
︑
現
鹿
島
市
の
最
北
部
︵
下
中
邦
彦
﹃
佐
賀
県
の
地
名
﹄
平
凡
社
︑

一
九
八
〇
年
︶︒

︵
19
︶
百
崎
知
親
は
娘
婿
次
郎
助
の
行
末
を
﹁
医
界
の
方
は
厳
し
く
︑
今
年
︵
明
治
二
一
年
︶
か
ら
大

阪
・
京
都
・
愛
知
を
除
き
︑
府
県
立
医
学
校
廃
止
︒
次
郎
助
も
三
〇
才
に
も
な
っ
て
今
更
笈
を

負
う
こ
と
も
で
き
ず
︑
在
来
免
許
の
医
師
な
が
ら
︑
[切
腹
を
仕
損
じ
た
者
の
腹
を
包
み
︑
陰
嚢

の
腫
瘤
を
切
断
し
︑
情
夫
の
挿
入
せ
る
木
片
を
婦
人
の
陰
部
よ
り
取
り
出
す
]と
旧
藩
時
代
に

三
奇
術
と
謳
わ
れ
た
納
富
医
師
の
末
葉
で
︑
人
柄
も
普
通
だ
か
ら
生
業
だ
け
は
立
て
る
で
あ
ろ

う
﹂
と
案
じ
て
い
る
︵﹁
︱
西
海
日
記
︱
勇
魚
取
り
﹂
九
州
大
学
医
学
部
外
科
学
第
一
講
座
﹃
同

門
会
誌
﹄
第
一
八
巻
︑
一
九
八
三
年
︶
三
五
頁
︒
納
富
医
師
と
は
納
富
春
入
︵
一
七
九
八
～
一

八
五
四
︶
華
岡
流
外
科
医
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︵
佐
賀
医
学
史
研
究
会
﹃
佐
賀
医
人
伝
﹄
二
〇
一

八
年
︶︒

︵
20
︶
石
井
家
系
譜
写
は
︑
昭
和
五
六
年
六
月
︑
影
山
堯
雄
が
石
井
重
男
︵
堯
雄
の
兄
石
井
重
義
の
子

重
行
の
子
で
当
時
シ
ェ
ル
石
油
札
幌
支
社
勤
務
︶
か
ら
求
め
た
︒
こ
れ
に
よ
り
百
崎
次
郎
助
の

父
親
が
石
井
家
十
二
代
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
龍
造
寺
隠
岐
守
藤
原
家
貞
か
ら
始
ま
り
二
代

龍
造
寺
佐
馬
頭
藤
原
胤
門
↓
三
代
龍
造
寺
伊
賀
守
藤
原
家
直
↓
四
代
龍
造
寺
右
衛
門
尉
藤
原
家

純
↓
五
代
石
井
兵
部
大
夫
藤
原
光
則
↓
六
代
石
井
孫
左
衛
門
藤
原
胤
信
↓
七
代
石
井
四
郎
右
衛
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門
藤
原
胤
英
↓
八
代
石
井
藤
原
自
伯
↓
九
代
石
井
長
運
藤
原
胤
倫
↓
十
代
石
井
自
伯
藤
原
忠
啓

↓
十
一
代
石
井
文
伯
藤
原
忠
謀
↓
十
二
代
石
井
長
庵
藤
原
胤
章
十
三
代
石
井
藤
原
重
義
︒

︵
21
︶
佐
賀
近
代
史
研
究
会
﹃
佐
賀
近
代
史
年
表
明
治
編
下
﹄︵
佐
賀
新
聞
社
︑
二
〇
一
一
年
︶
三
三
八

頁
に
︑
明
治
四
四
年
︵
一
九
一
一
︶
三
月
︑
百
崎
欽
一
が
医
籍
に
登
録
さ
れ
た
と
あ
る
︒

︵
22
︶
江
藤
新
平
は
︑
天
保
五
年
︵
一
八
三
四
︶
二
月
九
日
︑
父
助
右
衛
門
胤
光
︑
母
浅
子
の
長
男
と

し
て
佐
賀
郡
八
戸
村
に
生
ま
れ
た
︒
幼
名
は
恒
太
郎
・
又
蔵
︑
諱
は
胤
雄
︑
号
は
南
白
・
白
南
︒

嘉
永
二
年
︵
一
八
四
九
︶
弘
道
館
内
生
寮
に
寄
宿
︑
嘉
永
五
年
︵
一
八
五
二
︶
義
祭
同
盟
に
参

加
︑
安
政
元
年
︵
一
八
五
四
︶
蘭
学
寮
入
校
︵
星
原
大
輔
﹃
江
藤
新
平
﹄
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本

丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
二
年
︶︒
安
政
六
年
︵
一
八
五
九
︶
に
は
新
平
二
七
歳
︑
御
火
術
方
手
明
鑓

目
附
で
︑
父
助
右
衛
門
︵
五
七
歳
・
切
米
七
石
毎
歳
銀
二
枚
︑
中
野
忠
太
夫
手
明
鑓
組
に
属
し

大
組
は
志
摩
組
︶
は
︑
郡
目
付
で
本
行
寺
小
路
に
在
住
︵﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
手
明
鑓
名
簿
及
び
大

組
編
制
﹂︶︒

︵
23
︶
石
丸
安
世
は
︑
幼
名
虎
五
郎
︑
天
保
五
年
六
月
二
一
日
︑
父
佐
賀
藩
士
石
丸
六
兵
衛
安
致
︑
母

多
賀
の
四
男
と
し
て
大
井
樋
村
に
生
れ
た
︒
弘
道
館
蒙
養
舎
︑
内
生
寮
︑
と
進
み
嘉
永
四
年

︵
一
八
五
一
︶
義
祭
同
盟
に
参
加
︑
安
政
元
年
蘭
学
寮
に
入
る
︒
安
政
五
年
長
崎
海
軍
伝
習
生
に

選
ば
れ
同
六
年
電
流
丸
に
乗
組
み
伝
習
︑
そ
の
傍
ら
英
語
を
学
ぶ
︒
安
政
年
間
︑
石
丸
家
は
物

成
四
六
石
︑
大
組
は
志
摩
組
～
周
防
組
に
属
す
︒
明
治
四
年
︵
一
八
七
一
︶
工
部
省
出
仕
後
︑

安
世
と
称
し
︑
櫻
水
と
号
す
︵﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶︒

︵
24
︶
秀
島
轉
と
は
︑﹁
安
政
二
卯
七
月
出
崎
同
五
午
廿
五
再
出
崎
︑
切
米
三
拾
石
︑
部
屋
住
︑
秀
島
轉
︑

志
︑
午
二
十
六
歳
﹂︵﹁
海
軍
伝
習
ニ
付
詰
中
着
到
﹂﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二

〇
一
三
年
三
五
〇
頁
︶︒
こ
れ
に
よ
り
秀
島
轉
は
︑
天
保
四
年
生
れ
で
安
政
二
年
と
同
五
年
に

長
崎
海
軍
伝
習
生
に
選
抜
さ
れ
︑
志
摩
組
︵
倉
町
家
鍋
島
志
摩
︶
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
︒

︵
25
︶
松
永
壽
一
郎
は
﹁
安
政
五
午
五
月
廿
五
日
着
崎
︑
騎
馬
伝
習
︑
切
米
五
拾
石
︑
部
屋
住
︑
縫
組

︵
多
久
縫
殿
︶︑
午
二
十
五
歳
﹂︵﹁
海
軍
伝
習
ニ
付
詰
中
着
到
﹂﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧

文
社
︑
二
〇
一
三
年
三
五
〇
頁
︶︒
壽
一
郎
は
︑
天
保
五
年
生
れ
で
︑
安
政
五
年
に
長
崎
海
軍
伝

習
生
に
騎
馬
で
選
抜
さ
れ
た
︒

︵
26
︶
有
明
町
百
貫
の
石
橋
家
文
書
﹁
安
政
五
従
正
月
︑
海
軍
伝
習
ニ
付
詰
中
着
到
︑
御
目
附
方
﹂
で
︑

﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄︵
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
に
翻
刻
掲
載
し
て
い
る
︒

︵
27
︶
中
村
孝
也
﹃
中
牟
田
倉
之
助
傳
﹄
一
四
八
～
一
五
〇
頁
︒

︵
28
︶﹃
三
兵
答
古
知
幾

サ
ン
ペ
イ
タ
ク
チ
イ
キ

﹄
と
は
︑
幕
末
の
洋
学
者
高
野
長
英
訳
述
の
兵
学
書
二
七
巻
︑
嘉
永
三
年
︵
一

八
五
〇
︶
成
立
︒
プ
ロ
シ
ャ
人
フ
ラ
ン
ト
の
原
書
を
オ
ラ
ン
ダ
人
ミ
ュ
ル
ケ
ン
が
訳
し
た
︵﹃
ブ

リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
﹄︶︒

︵
29
︶
佐
賀
市
民
は
︑﹁
雨
が
ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
で
降
っ
た
﹂︑﹁
風
が
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
で
吹
い
て
き

た
﹂
な
ど
と
︑
同
じ
言
葉
を
三
回
繰
り
返
し
て
事
象
を
表
現
す
る
︒
こ
れ
を
佐
賀
の
三
拍
子
と

い
う
︒
現
在
で
も
使
う
︒

︵
30
︶
副
島
種
臣
は
︑
文
政
一
一
年
︵
一
八
二
八
︶
九
月
九
日
生
れ
で
明
治
三
八
年
︵
一
九
〇
五
年
一

月
三
一
日
没
︑
享
年
七
八
︒
父
は
枝
吉
南
濠
︑
兄
は
神
陽
︒
安
政
六
年
︵
一
八
五
九
︶
三
月
︑

副
島
家
の
養
子
と
な
り
同
時
に
弘
道
館
教
諭
︒
文
久
元
年
︵
一
八
六
一
︶
江
戸
へ
派
遣
さ
れ
翌

二
年
帰
国
︑
同
八
月
神
陽
死
去
︒
慶
応
三
年
︵
一
八
六
七
︶
一
二
月
二
六
日
蕃
学
稽
古
所
舎
長

に
任
命
さ
れ
る
︵
森
田
朋
子
・
齋
藤
洋
子
﹃
副
島
種
臣
﹄
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
四
年
︶︒

︵
31
︶
長
森
敬
斐
と
は
幼
名
傳
次
郎
︑
号
は
學
稼
︒
実
父
は
佐
賀
藩
士
加
賀
伊
卿
︑
実
兄
は
加
賀
権
作

︵
切
米
五
五
石
︑
槍
免
状
︑
川
原
小
路
在
住
︑
播
磨
組
︶︒
天
保
五
年
生
れ
︵﹃
日
本
電
信
の
祖
石

丸
安
世
﹄︵
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
二
八
一
頁
︶︒

︵
32
︶﹁
叙
位
裁
可
書
・
明
治
三
十
五
年
・
叙
位
巻
八
﹂︵
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
叙
00125100︶

︵
33
︶﹁
公
文
録
・
明
治
一
三
年
・
第
百
三
十
八
巻
・
明
治
十
三
年
十
二
月
・
官
員
︵
太
政
官
～
県
︶﹂

︵
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
公
02769100︶

︵
34
︶﹁
公
文
録
・
明
治
十
五
年
・
第
二
百
二
十
巻
・
明
治
十
五
年
三
月
・
官
吏
雑
件
︵
太
政
官
～
府
県
︶﹂

︵
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
公
03428100︶

︵
35
︶﹁
公
文
録
・
明
治
十
八
年
・
第
百
五
十
八
巻
・
明
治
十
八
年
十
二
月
・
官
吏
進
退
︵
内
閣
︶﹂︵
国

立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
公
04053100︶

︵
36
︶﹁
官
吏
進
退
・
明
治
二
十
年
・
官
吏
進
退
十
五
巻
・
司
法
省
五
﹂︵
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号

任
A
00141100︶

︵
37
︶﹁
官
吏
進
退
・
明
治
二
十
四
年
・
官
吏
進
退
一
・
内
閣
・
枢
密
院
﹂︵
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番

号
任
A
00242100︶

︵
38
︶﹁
枢
密
院
文
書
・
枢
密
院
高
等
官
転
免
履
歴
書
・
明
治
ノ
二
﹂︵
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
枢

00177100︶

︵
39
︶﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄︵
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
二
三
九
頁
︒

︵
40
︶
武
富
文
之
助
︵
定
保
・
圯
南
︶
は
︑
文
化
五
年
︵
一
八
〇
八
︶
四
月
二
七
日
︑
佐
賀
城
下
白
山

町
に
生
れ
た
︒
祖
父
坦
堂
︵
孝
述
︶︑
父
安
貞
︵
四
郎
右
衛
門
︶︒
富
豪
の
家
に
生
れ
︑
一
五
歳

で
学
問
文
芸
の
道
に
入
り
︑
中
村
嘉
田
︑
古
賀
穀
堂
に
学
ぶ
︒
天
保
六
年
︵
一
八
三
五
︶
春
江

戸
留
学
を
許
さ
れ
古
賀
侗
庵
に
入
門
︒
同
年
一
二
月
明
善
堂
︵
佐
賀
江
戸
桜
田
屋
敷
の
学
問

多 久 島 澄 子
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所
︶
で
藩
主
鍋
島
直
正
に
﹃
易
経
﹄
を
講
義
︒
天
保
九
年
父
投
獄
の
一
報
を
聞
き
業
半
ば
で
佐

賀
に
帰
国
︒
以
後
弘
道
館
教
諭
つ
い
で
教
授
と
な
っ
た
嘉
永
七
年
︵
一
八
五
四
︶
義
祭
同
盟
参

加
︵﹃
佐
賀
県
人
名
辞
典
﹄
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
九
年
︶︒﹁
安
政
四
年
役
料
帳
﹂
に
は

弘
道
館
教
諭
武
富
文
之
助
﹁
但
壱
部
引
︑
一
米
七
石
充
﹂︒﹁
文
久
元
年
︑
外
様
︑
役
料
帳
﹂
に

は
︑
弘
道
館
︑
一
米
七
石
充
︑
教
諭
武
富
文
之
助
︵
中
野
正
裕
﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
役
料
帳
に
つ

い
て
︱
史
料
翻
刻
﹃
年
役
々
料
書
出
帳
﹄﹃
役
料
帳
﹄﹂
︱
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
第
六
号
︑
二
〇
一
二
年
︶
六
〇
頁
︒

︵
41
︶
向
井
次
郎
作
は
切
米
二
〇
石
︑
安
政
三
年
︵
一
八
五
六
︶
五
三
歳
と
す
る
と
︑
文
化
元
年
︵
一

八
〇
四
︶
生
れ
カ
︵﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一

四
集
第
一
号
﹄
二
〇
〇
九
年
︶︶︒︵
天
保
一
〇
年
︶﹁
亥
八
月
廿
五
日
此
通
安
房
殿
御
聞
届
﹂
新
︑

向
井
次
郎
作
︑
右
は
横
辺
田
代
官
助
役
依
願
今
又
被
相
増
候
事
︵
伊
藤
昭
弘
﹃
古
文
書
に
見
る

鍋
島
直
正
の
藩
政
改
革
﹄
㈡
︑
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
八
年
︶

七
一
頁
︒
天
保
一
二
年
丑
八
月
に
は
上
佐
嘉
代
官
助
役
と
な
る
︵﹃
古
文
書
に
見
る
鍋
島
直
正

の
藩
政
改
革
﹄
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
一
五
年
︶
三
九
頁
︒﹁
文
久

元
年
年
役
々
料
書
出
帳
﹂
に
は
︑
一
役
料
五
石
充
︑
学
館
都
検
︑
向
井
次
郎
作
︵
佐
賀
大
学
地

域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
第
六
号
︑
二
〇
一
二
年
︶
六
〇
頁
︒
慶
応
二
年

︵
一
八
六
六
︶
二
月
一
六
日
︑﹁
引
痘
ニ
付
︑
日
程
手
伝
医
師
名
の
事
向
井
次
郎
作
ゟ
被
相
達
﹂

三
〇
一
頁
︑
同
年
八
月
一
六
日
︑﹁
好
生
館
罷
出
相
成
候
様
向
井
次
郎
作
ゟ
被
相
達
﹂
三
〇
八
頁

︵﹃
小
城
日
記
﹄
に
み
る
佐
賀
医
学
・
洋
学
史
料
﹄
後
編
︑
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
︑
二
〇
一
〇
年
︶︒

︵
42
︶
石
丸
と
は
︑
石
丸
虎
五
郎
の
兄
︑
文
化
一
四
年
︵
一
八
一
七
︶
一
二
月
廿
六
日
生
れ
︑
諱
安
積
︑

幼
名
作
太
郎
︑
後
に
嘉
右
衛
門
と
改
称
し
た
︒
弘
道
館
成
績
文
学
独
看
︑
茶
道
を
嗜
む
︒
明
治

一
七
年
一
月
二
十
一
日
没
︑
墓
所
は
現
佐
賀
市
西
田
代
町
本
行
寺
︒
父
六
兵
衛
︑
物
成
四
六
石
︑

大
井
樋
村
在
住
︒︵﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
二
三
・
二
三
九
・

三
二
二
頁
︒

︵
43
︶
福
島
金
岡
は
︑
切
米
二
〇
石
︑
五
六
歳
︑
本
行
寺
小
路
在
住
︑
嗣
子
禮
助
一
五
歳
︵﹁
安
政
年
間

の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第
一
号
﹄
二
〇
〇
九
年
︶︒

享
和
元
年
︵
一
八
〇
一
︶
五
月
二
三
日
︑
金
立
村
生
れ
︑
諱
は
武
雅
︑
通
称
文
蔵
︑
金
岡
と
号

す
︒
十
九
歳
に
し
て
藩
校
に
入
り
学
業
大
に
進
み
文
政
十
一
年
︵
一
八
二
八
︶
国
学
指
南
に
挙

げ
ら
れ
︑
天
保
九
年
︵
一
八
三
八
︶
藩
命
に
よ
り
昌
平
黌
に
学
び
十
二
年
︵
一
八
四
一
︶
帰
国
︑

教
諭
に
任
命
さ
れ
︑
間
も
な
く
病
気
に
罹
り
万
延
元
年
︵
一
八
六
〇
︶
十
二
月
辞
職
︑
在
職
三

〇
余
年
︑
文
久
三
年
︵
一
八
六
三
︶
八
月
没
︑
享
年
六
三
︵﹃
佐
賀
県
歴
史
人
名
事
典
﹄
佐
賀
城

本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
九
年
︶
一
五
〇
頁
︒﹁
安
政
四
年
役
料
帳
﹂
に
は
弘
道
館
教
諭
福
嶋
文

蔵
・
武
富
文
之
助
︵
二
人
共
に
︶﹁
但
壱
部
引
︑
一
米
七
石
充
﹂︵
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
第
六
号
︑
二
〇
一
二
年
︶
六
〇
頁
︒

︵
44
︶﹁
安
政
三
年
︑
年
役
々
料
書
出
帳
﹂
に
︑﹁
学
館
都
検
︑
石
丸
十
作
﹂
と
あ
る
︵
佐
賀
大
学
地
域

学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
第
六
号
︑
二
〇
一
二
年
︶
五
六
頁
︒

︵
45
︶
前
山
清
一
郎
は
文
政
六
年
︵
一
八
二
三
︶
二
月
二
日
～
明
治
二
九
年
︵
一
八
九
六
︶
三
月
二
四

日
︒
弘
道
館
に
学
び
︑
嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
︶
昌
平
坂
学
問
所
に
遊
学
︑
安
政
元
年
︵
一
八

五
四
︶
江
戸
上
屋
敷
︵
桜
田
屋
敷
︶
明
善
堂
文
武
心
遣
役
︑
安
政
五
年
︵
一
八
五
八
︶
弘
道
館

教
授
補
︑
そ
の
後
小
姓
役
兼
備
立
役
︒
慶
応
四
年
︵
一
八
六
八
︶
閏
四
月
庄
内
援
兵
参
謀
︵﹃
佐

賀
県
人
名
辞
典
﹄
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
九
年
︶︒
切
米
二
五
石
︑
文
学
独
看
︑
槍
目
録
︑

古
賀
在
住
︵﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第

一
号
﹄
二
〇
〇
九
年
︶︒

︵
46
︶
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
六
号
︵
二
〇
一
二
年
︶
六
九
頁
︒

︵
47
︶
古
賀
一
平
︵
定
雄
︶
と
は
︑
天
保
三
年
︵
一
八
三
二
︶
生
れ
︑
父
は
佐
賀
藩
士
河
内
定
古
︑
母

は
古
賀
氏
︑
義
祭
同
盟
に
参
加
︑
江
藤
新
平
・
大
木
民
平
と
古
賀
一
平
は
佐
賀
の
三
平
と
称
さ

れ
た
︒
副
島
種
臣
は
︑
大
木
は
知
︑
江
藤
は
勇
︑
古
賀
は
直
で
あ
る
と
評
し
た
︒
慶
応
四
年
︵
一

八
六
八
︶
日
田
御
領
所
御
用
掛
︑
武
蔵
県
知
事
︑
明
治
二
年
︵
一
八
六
九
︶
一
月
徴
士
︑
七
月

品
川
県
知
事
︑
同
四
年
︵
一
八
七
一
︶
佐
賀
藩
大
参
事
︑
一
一
月
伊
万
里
県
参
事
︑
同
五
年
宮

内
少
丞
︑
同
六
年
足
柄
県
参
事
︑
同
七
年
名
東
県
権
令
︑
同
八
年
香
川
県
権
令
を
歴
任
し
明
治

一
〇
年
︵
一
八
七
七
︶
一
一
月
一
八
日
没
︵﹃
佐
賀
県
人
名
辞
典
﹄
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇

一
九
年
︶︒

大
園
隆
二
郎
﹃
大
隈
重
信
﹄︵
西
日
本
新
聞
社
︑
二
〇
〇
五
年
︶
二
二
四
頁
に
よ
れ
ば
古
賀
の
義

祭
同
盟
参
加
は
安
政
二
年
︵
一
八
五
五
︶︒

︵
48
︶﹃
大
隈
重
信
﹄︵
西
日
本
新
聞
社
︑
二
〇
〇
五
年
︶
二
二
四
頁
の
義
祭
同
盟
連
名
帳
︵
年
不
明
︶

に
坂
井
辰
之
允
が
一
一
番
目
に
書
か
れ
て
い
る
︒﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文

化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第
一
号
﹄
二
〇
〇
九
年
︶
に
は
坂
井
辰
之
允
︑
二
四
歳
︑

父
佐
兵
衛
︑
切
米
四
〇
石
︑
槍
免
状
︑
四
三
歳
︑
古
賀
在
住
︒
と
あ
る
の
で
︑
坂
井
辰
之
允
は

天
保
四
年
生
れ
と
思
わ
れ
る
︒

︵
49
︶﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄︵
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
三
六
八
・
三
六
九
頁
︒

︵
50
︶
古
賀
一
平
︵
定
雄
︶
は
病
を
得
て
帰
郷
︑
長
男
誕
生
を
病
床
で
聞
き
︑﹁
千
年
﹂
と
命
名
し
た
︒
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千
年
は
︑
定
雄
の
願
い
通
り
九
二
歳
ま
で
生
き
た
︒
生
ま
れ
て
す
ぐ
父
親
を
失
い
三
歳
で
母
親

に
死
な
れ
た
千
年
は
︑
厳
格
一
点
張
り
の
学
者
の
家
で
育
て
ら
れ
︑
結
婚
し
て
六
人
の
子
を

持
っ
た
︒
長
男
が
寛ひ
ろ

定さ
だ

︵
山
村
聰
：
映
画
俳
優
︶
で
あ
る
︒
寛
定
は
そ
の
著
書
﹃
釣
り
ひ
と
り
﹄

︵
二
見
書
房
︑
一
九
七
四
年
︶
の
﹁
父
と
釣
り
﹂
の
項
の
最
後
に
﹁
家
系
図
だ
と
か
︑
祖
父
が
官

職
に
つ
い
た
と
き
の
辞
令
が
あ
る
﹂
と
書
い
て
い
る
︒

︵
51
︶
空
閑
次
郎
八
は
︑
天
保
元
年
︵
一
八
三
〇
︶
生
れ
︑
祖
父
は
山
領
主
馬
︑
実
父
は
山
領
真
武
︑

姉
駒
子
は
佐
野
常
民
夫
人
︒﹁
大
隈
八
太
郎
・
島
團
右
衛
門
・
諸
岡
廉
吉
・
空
閑
次
郎
八
の
四
人

は
日
本
を
維
持
す
る
四
柱
の
神
だ
﹂
な
ど
と
次
郎
八
は
称
え
た
︒
文
久
二
年
︵
一
八
六
二
︶
病

没
︵﹃
大
隈
重
信
﹄
西
日
本
新
聞
社
︑
二
〇
〇
五
年
︶
八
四
頁
︒﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐

賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第
一
号
﹄
二
〇
〇
九
年
︶
に
は
切
米
二
〇
石
︑

文
学
独
看
・
剣
目
録
︑
二
七
歳
︑
大
野
原
在
住
と
あ
る
の
で
︑
天
保
元
年
︵
一
八
三
〇
︶
生
れ

と
推
察
さ
れ
る
︒

︵
52
︶
島
團
右
衛
門
︵
義
勇
︶
は
︑
文
政
五
年
︵
一
八
二
二
︶
九
月
一
二
日
︑
佐
賀
藩
士
島
市
郎
右
衛

門
の
長
男
と
し
て
佐
賀
城
下
に
生
れ
た
︒
母
は
佐
賀
藩
士
木
原
壮
兵
衛
四
女
で
枝
吉
神
陽
・
副

島
種
臣
・
木
原
義
四
郎
と
従
兄
弟
に
あ
た
る
︒
安
政
元
年
︵
一
八
五
四
︶︑
三
三
歳
の
と
き
藩
命

で
江
戸
遊
学
︑
同
三
年
九
月
か
ら
蝦
夷
地
探
検
︑
翌
四
年
閏
五
月
か
ら
四
ヶ
月
半
樺
太
渡
島
︑

こ
の
時
﹃
入
北
記
﹄
を
著
す
︒
文
久
元
年
︵
一
八
六
一
︶
凌
風
丸
建
造
の
際
御
蔵
方
と
し
て
参

画
︵﹃
佐
賀
県
人
名
辞
典
﹄︶︒
中
野
正
裕
﹁
幕
末
佐
賀
藩
の
軍
制
に
つ
い
て
︱
﹃
元
治
元
年
佐
賀

藩
拾
六
組
侍
着
到
﹄
︱
﹂︵
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
﹃
研
究
紀
要
第
七
号
﹄
二
〇
一
二
年
︶

に
よ
れ
ば
︑
古
賀
源
四
郎
は
郡
方
附
役
︑
島
團
右
衛
門
は
足
軽
二
五
人
の
組
頭
で
あ
る
︒

︵
53
︶
大
木
喬
任
は
︑
天
保
三
年
︵
一
八
三
二
︶
三
月
二
二
日
生
れ
︑
父
は
佐
賀
藩
士
大
木
知
喬
︑
母

シ
カ
子
︒
通
称
幡
六
︑
二
〇
歳
の
頃
民
平
︑
諱
も
知
真
か
ら
喬
任
に
変
え
た
︒
大
隈
重
信
は
母

方
の
従
兄
弟
︵
重
松
優
﹃
大
木
喬
任
﹄
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
二
年
︶
一
一
頁
︒

︵
54
︶
相
良
宗
蔵
と
は
︑
文
政
五
年
赤
松
町
生
れ
︑
明
治
三
七
年
一
一
月
二
〇
日
︑
八
二
歳
の
高
齢
で

没
︒
佐
賀
藩
の
御
什
物
方
・
寺
社
方
・
町
方
を
歴
任
し
︑
明
治
二
年
の
藩
政
改
革
で
は
生
き
字

引
と
言
わ
れ
た
そ
の
知
識
を
ふ
る
っ
た
︒
お
よ
そ
佐
賀
藩
に
関
す
る
も
の
は
︑
本
支
藩
を
は
じ

め
諸
侯
︑
諸
藩
士
の
系
譜
や
墓
碑
に
至
る
ま
で
三
百
年
の
こ
と
を
殆
ど
記
憶
せ
ざ
る
な
し
と
言

わ
れ
た
博
覧
強
記
の
人
物
︒
枝
吉
神
陽
と
は
若
い
時
か
ら
一
緒
に
活
動
し
た
︵﹃
日
本
電
信
の

祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
二
三
九
頁
︒

︵
55
︶
三
月
一
三
日
の
書
簡
は
相
良
か
ら
子
息
の
就
職
を
依
頼
さ
れ
た
石
丸
の
結
果
報
告
で
あ
る
︒
石

丸
は
佐
賀
か
ら
帰
京
途
上
︑
三
重
県
令
岩
村
定
高
︵
神
陽
先
生
の
同
門
︑
義
祭
同
盟
参
加
︶
を

訪
ね
相
良
の
子
息
の
就
職
を
頼
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
︒

三
月
二
六
日
付
の
書
簡
に
は
︑﹁
先
般
帰
省
中
略
御
話
シ
申
上
候
故
枝
吉
神
陽
先
生
建
碑
ノ
義

ニ
付
︑
早
速
長
森
ト
申
合
セ
副
島
先
生
ヱ
モ
相
謀
︑
追
々
ニ
ハ
外
ニ
有
志
者
ノ
協
賛
ヲ
請
ヒ
速

カ
ニ
建
設
着
手
ノ
事
ニ
決
定
仕
候
⁝
﹂
と
建
碑
計
画
が
動
き
出
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
︒
七

月
一
一
日
付
書
簡
で
は
︑﹁
去
月
丗
之
書
留
之
御
郵
書
并
本
月
二
日
附
御
葉
書
両
通
共
追
々
相

達
辱
拝
讀
仕
候
︑
尓
来
倍
御
多
祥
奉
敬
賀
候
︑
偖
ハ
先
便
ニ
テ
御
送
附
被
下
候
神
陽
先
生
履
歴

書
之
外
︑
尚
又
追
補
の
件
数
條
御
取
調
共
記
載
被
成
下
︑
御
蔭
ニ
完
全
之
場
合
ニ
移
行
彼
是
御

懇
配
之
段
不
浅
奉
拝
謝
候
︑
副
島
先
生
よ
り
も
厚
ク
御
禮
申
上
呉
様
と
の
御
文
ニ
御
座
候
⁝
﹂

と
︑
相
良
宗
蔵
が
調
べ
上
げ
た
枝
吉
神
陽
の
履
歴
に
よ
っ
て
碑
文
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
様
子

が
分
か
る
︵
多
久
島
澄
子
﹁
英
人
莫
理
化
斯
と
経
綸
舎
十
二
﹂
伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
﹃
烏
ん

枕
﹄
七
八
号
︶︒

︵
56
︶
伊
東
外
記
と
は
︑
文
化
三
年
︵
一
八
〇
六
︶
四
月
生
れ
︑
実
父
濱
野
藤
左
衛
門
休
明
︵
物
成
九

五
石
︶︑
母
伊
東
元
鄰
︵
足
軽
組
頭
︶
女
︑
天
保
一
三
年
︑
養
父
伊
東
元
資
の
隠
居
に
よ
り
伊
東

家
の
家
督
相
続
︒
足
軽
組
頭
︑
請
役
付
役
︑
御
仕
組
所
附
役
︑
御
境
目
方
︑
御
番
役
兼
職
︒
幼

時
は
巳
一
郎
・
六
郎
太
夫
︑
の
ち
次
兵
衛
︑
元
重
︑
祐
元
︑
外
記
︑
号
は
孤
雲
・
知
足
庵
︒
三

男
道
太
郎
は
鍋
島
藤
兵
衛
の
養
子
と
な
り
鍋
島
幹
︵
男
爵
・
栃
木
県
令
・
青
森
・
広
島
県
知
事
︶

と
称
す
︒
弟
は
電
流
丸
船
長
濱
野
源
六
︵
文
政
七
年
四
月
二
六
日
生
︶︒
明
治
二
三
年
︵
一
八
九

〇
︶
四
月
一
一
日
︑
八
五
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
︒
墓
は
佐
賀
市
長
瀬
町
西
念
寺
︵
佐
賀
県
立

図
書
館
﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
五
編
第
一
巻
︑
二
〇
〇
八
年
︶︒

︵
57
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
五
編
第
一
巻
︑
二
〇
〇
八
年
︶
三
九
頁
︒

︵
58
︶
石
丸
十
作
・
石
丸
虎
五
郎
兄
弟
の
父
︑
石
丸
六
兵
衛
の
死
亡
は
︑
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶
一

一
月
一
四
日
︵﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
二
九
三
頁
︒

︵
59
︶
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
第
六
号
︵
二
〇
一
二
年
︶
六
八
・

六
九
頁
︒

︵
60
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
五
編
第
一
巻
︵
二
〇
〇
八
年
︶
五
九
七
頁
︒

︵
61
︶﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
五
編
第
一
巻
︵
二
〇
〇
八
年
︶
四
一
頁
︒

︵
62
︶
大
園
隆
二
郎
﹃
枝
吉
神
陽
﹄︵
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
︑
二
〇
一
五
年
︶
一
一
頁
︒

︵
63
︶﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄︵
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
二
九
三
頁
︒

︵
64
︶
佐
野
寿
左
衛
門
は
︑
文
政
五
年
︵
一
八
二
二
︶
一
二
月
二
八
日
佐
賀
藩
士
下
村
三
郎
左
衛
門
の

五
男
と
し
て
早
津
江
に
生
れ
︑
天
保
三
年
︵
一
八
三
二
︶︑
一
〇
歳
で
佐
賀
藩
医
佐
野
常
徴
孺
仙

の
養
子
と
な
り
︑
佐
野
家
は
代
々
外
科
を
業
と
し
て
い
た
の
で
︑
藩
校
弘
道
館
や
親
戚
の
松
尾
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栄
仙
塾
に
通
っ
て
勉
強
し
た
︒
そ
の
後
江
戸
の
古
賀
侗
庵
に
西
洋
事
情
を
学
び
︑
京
都
の
広
瀬

元
恭
︑
大
坂
緒
方
洪
庵
の
適
塾
︵
嘉
永
元
年
中
秋
肥
前
佐
嘉
藩
佐
野
榮
壽
︶︑
紀
州
の
華
岡
青
洲

の
春
林
軒
塾
︵
嘉
永
二
年
三
月
︶︑
江
戸
伊
東
玄
朴
の
象
先
堂
︑
戸
塚
静
海
に
学
ん
だ
︒
嘉
永
七

年
︵
一
八
五
四
︶
佐
賀
藩
か
ら
医
業
免
札
を
受
け
た
︵﹃
佐
賀
医
人
伝
﹄
佐
賀
新
聞
社
︑
二
〇
一

八
年
︶︒

︵
65
︶
石
丸
虎
五
郎
は
︑
安
政
五
年
︵
一
八
五
八
︶
五
月
二
五
日
か
ら
殆
ど
長
崎
に
滞
在
し
︑
海
軍
と

英
学
の
伝
習
を
継
続
︑
文
久
三
年
︵
一
八
六
三
︶
に
は
攘
夷
派
に
狙
わ
れ
る
程
の
第
一
人
者
と

な
る
︒
慶
応
元
年
︵
一
八
六
五
︶
一
〇
月
一
七
日
︑
グ
ラ
バ
ー
商
会
の
チ
ャ
ン
テ
ィ
ク
リ
ー
ア

号
に
身
を
潜
め
長
崎
港
を
出
発
︑
同
行
者
は
佐
賀
藩
士
馬
渡
八
郎
・
広
島
藩
士
村
田
︵
野
村
︶

文
夫
︒
慶
応
二
年
三
月
三
一
日
︵
洋
暦
︶
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
着
︑
慶
応
三
年

︵
一
八
六
七
︶
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
佐
賀
藩
出
展
に
解
説
か
ら
撤
去
ま
で
尽
力
す
る
︵﹃
日
本
電

信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
八
四
・
三
一
四
・
三
一
五
頁
︒

︵
66
︶
馬
渡
八
郎
は
︑
父
佐
賀
藩
士
馬
渡
又
兵
衛
︵
物
成
五
〇
石
御
使
番
︶︑
母
藤
原
俊
︵﹃
日
本
電
信

の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
一
八
八
頁
︒
安
政
五
年
三
月
三
日
着
崎
︑
物
成
五

〇
石
︑
馬
渡
八
郎
︑
志
摩
組
︑
午
二
一
歳
︵﹃
前
書
﹄
三
五
〇
頁
︶︒
文
久
元
年
︵
一
八
六
一
︶

海
軍
取
調
方
助
役
︵﹁
文
久
元
年
年
役
々
料
書
出
帳
﹂︶︒
慶
応
元
年
︵
一
八
六
五
︶
一
〇
月
一
七

日
イ
ギ
リ
ス
へ
密
航
留
学
の
為
長
崎
港
を
出
発
︑︵﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二

〇
一
三
年
︶
八
四
頁
︒
慶
応
四
年
八
月
頃
帰
国
カ
︒

︵
67
︶
小
出
千
之
助
と
は
天
保
三
年
︵
一
八
三
二
︶
生
れ
明
治
元
年
︵
一
八
六
八
︶
没
の
佐
賀
藩
士
︑

万
延
元
年
︵
一
八
六
〇
︶
遣
米
使
節
団
に
︑
慶
応
三
年
︵
一
八
六
七
︶
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
派

遣
さ
れ
た
︒
慶
応
四
年
七
月
一
三
日
蕃
学
寮
学
頭
︑
同
九
月
一
一
日
致
遠
館
学
頭
に
就
任
す
る

も
不
慮
の
落
馬
事
故
で
死
去
し
た
︒
小
出
は
石
丸
虎
五
郎
を
見
出
し
た
︵﹃
日
本
電
信
の
祖
石

丸
安
世
﹄
六
八
・
七
六
・
一
一
四
頁
︶︒

︵
68
︶
村
山
和
彦
﹃
佐
賀
藩
幕
末
関
係
文
書
調
査
報
告
書
﹄︵
佐
賀
県
立
図
書
館
︑
一
九
八
一
年
︶
二
二

七
頁
に
︑﹁︵
異
筆
︶
巴
里
博
覧
会
ニ
関
ス
ル
書
面
︑
封
︑
九
月
朔
日
認
︑
長
崎
︑
小
出
千
之
助
︑

至
御
城
︑
千
住
太
之
助
様
︑
急
要
用
︑
封
印
﹂
の
別
啓
に
︑﹁
⁝
⁝
此
節
物
産
會
之
義
︑
諸
藩
ゟ

ハ
早
已
ニ
物
産
等
の
相
運
候
都
合
ニ
相
成
︑
御
國
之
御
存
立
少
し
手
後
共
い
た
し
不
申
哉
︑
⁝

略
⁝

石
丸
・
馬
渡
︑
幸
英
國
ニ
罷
在
候
へ
者
︑
同
人
共
江
何
れ
之
筋
ゟ
歟
御
書
面
を
も
被
差
出
︑
パ

レ
イ
ス
之
方
江
出
浮
︑
物
産
會
場
所
借
受
等
︑
扨
又
諸
事
共
致
周
旋
候
様
被
仰
越
候
道
共
ハ
有

御
坐
間
敷
哉
⁝
⁝
﹂
と
あ
る
︒

︵
69
︶︵﹃
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
﹄
慧
文
社
︑
二
〇
一
三
年
︶
一
〇
五
頁
︒

︵
70
︶
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
コ
ビ
ン
グ
﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
対
外
関
係
の
研
究
﹄︵
鍋
島
報
效
会
︑
一
九
九
四

年
︶
一
六
五
頁
に
は
︑﹁
小
生
滞
留
の
有
無
等
を
訪
ふ
﹂
と
あ
る
が
︑﹁
小
出
滞
留
の
有
無
等
を

訪
ふ
﹂
と
読
ん
だ
方
が
意
味
が
通
る
︒
佐
野
は
小
出
と
書
い
た
と
考
え
る
︒

︵
71
︶
本
島
藤
太
夫
は
︑﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
五
編
一
巻
︵
二
〇
〇
八
年
︶
に
︑
切
米
四
〇
石
内
加
米

五
石
︑
播
磨
組
︑
佐
賀
城
下
水
ヶ
江
在
住
︑
実
名
方
道
︵
八
八
頁
︶︒
一
八
一
〇
年
︵
文
化
七
︶

生
れ
一
八
八
八
︵
明
治
二
一
︶
没
︑
佐
賀
藩
士
︑
切
米
六
十
五
石
内
加
米
五
石
役
米
二
十
五
石
︑

誠
吉
郎
組
︑
手
明
鑓
頭
︑
御
歩
行
二
十
五
人
組
頭
外
ニ
与
迦
︵
六
六
三
頁
︶︒
嘉
永
七
年
︵
一
八

五
四
︶
一
月
カ
︑
本
島
藤
太
夫
は
︑
熊
本
藩
士
を
迎
え
た
折
の
寄
書
に
︑
方
道
の
名
で
﹁
白
雪

の
降
し
く
見
れ
は
お
の
か
身
に
老
つ
も
る
ら
ん
と
し
浪
の
は
な
﹂︑﹁
雄
男
か
打
や
御
国
の
玉
の

裏
ニ
く
た
け
ぬ
も
の
ハ
あ
ら
し
と
そ
思
ふ
﹂
の
二
首
を
詠
ん
で
い
る
︵
多
久
島
澄
子
﹁
佐
賀
藩

御
鋳
立
方
田
中
虎
六
郎
の
事
績
﹂﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術
﹄
上
︑
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
六
年
︶

三
二
一
・
三
二
二
頁
︒

︵
72
︶﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術
﹄
上
︵
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
六
年
︶
二
五
五
頁
︒

︵
73
︶
中
牟
田
倉
之
助
と
は
︑
安
政
三
年
二
一
歳
︑
米
九
石
︑
蘭
学
四
段
︑
古
賀
村
︑
鍋
島
志
摩
組
︵﹁
安

政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第
一
号
﹄
二
〇
〇

九
年
︶︒
文
久
元
年
︑
一
役
料
三
石
充
︑
海
軍
取
調
方
助
役
︵
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
六
号
七
四
頁
︶︒

︵
74
︶
秀
島
藤
之
助
と
は
︑
安
政
三
年
二
二
歳
︑
蘭
学
四
段
︑
愛
敬
島
在
住
︑
父
権
太
夫
二
〇
石
︑
鍋

島
志
摩
組
︵﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第

一
号
﹄
二
〇
〇
九
年
︶︒
文
久
元
年
︑
一
役
料
三
石
充
︑
海
軍
取
調
方
助
役
︵
佐
賀
大
学
地
域
学

歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
六
号
︵
二
〇
一
二
年
︶
七
四
頁
︒

︵
75
︶
中
野
禮
四
郎
編
﹃
鍋
島
直
正
公
傳
﹄
侯
爵
鍋
島
家
編
纂
所
︑
一
九
二
一
年
︶
年
表
一
六
三
頁
︒

︵
76
︶
飽
の
浦
と
は
︑
徳
川
幕
府
が
海
防
に
備
え
艦
船
建
造
を
目
的
と
し
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
の
指

導
を
受
け
︑
長
崎
出
島
の
対
岸
︑
浦
上
村
淵
字
飽
ノ
浦
に
一
八
五
七
年
︵
安
政
四
︶
起
工
し
︑

一
八
六
一
年
︵
文
久
元
︶
完
成
し
た
鍛
冶
・
工
作
・
溶
鉄
の
三
工
場
か
ら
な
る
長
崎
製
鉄
所
の

こ
と
︒
後
の
長
崎
造
船
所
で
︑
一
八
八
七
年
︵
明
治
二
〇
︶
三
菱
長
崎
造
船
所
︵﹃
日
本
歴
史
大

事
典
﹄︶︒

︵
77
︶
飽
の
浦
の
オ
ラ
ン
ダ
人
ハ
ル
テ
ス
に
郡
内
︵
山
梨
県
郡
内
地
方
の
高
級
絹
織
物
︶
一
反
︑
ア
ー

ケ
ン
と
ラ
ー
ス
コ
イ
ト
に
は
白
加
賀
︵
石
川
県
加
賀
の
織
物
加
賀
羽
二
重
︶
一
反
ず
つ
︑
英
語

教
師
蘭
人
ホ
ー
ゲ
ル
に
は
特
に
白
加
賀
・
郡
内
を
各
一
反
︒
英
学
教
師
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
は
絹
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織
物
︑
英
学
教
師
・
通
詞
三
島
末
太
郎
に
は
蠟
燭
十
五
斤
︑
通
詞
の
岩
瀬
彌
四
郎
・
横
山
又
之

丞
に
蠟
燭
十
斤
︑
薩
摩
藩
士
川
南
清
兵
衛
・
五
代
才
助
・
加
治
木
清
之
丞
・
鎌
田
諸
右
衛
門
一

同
に
蠟
燭
十
五
斤
︵
中
村
孝
也
﹃
中
牟
田
倉
之
助
傳
﹄
中
牟
田
武
信
︑
一
九
一
九
年
︶
一
五
六

頁
︒

︵
78
︶﹃
中
牟
田
倉
之
助
傳
﹄︵
中
牟
田
武
信
︑
一
九
一
九
年
︶
一
五
五
～
一
五
七
頁
︒

︵
79
︶﹃
中
牟
田
倉
之
助
傳
﹄︵
中
牟
田
武
信
︑
一
九
一
九
年
︶
一
五
五
頁
︒

︵
80
︶﹃
中
牟
田
倉
之
助
傳
﹄︵
中
牟
田
武
信
︑
一
九
一
九
年
︶
一
五
八
頁
︒

︵
81
︶
佐
賀
県
立
図
書
館
に
は
文
久
三
年
七
月
九
日
付
の
薩
英
戦
争
記
事
を
翻
訳
し
た
﹁
横
浜
新
聞
紙

写
﹂︵
鍋
島
文
庫
鍋
九
九
一
︱
五
七
八
︶
が
あ
る
︒︵
多
久
島
澄
子
﹁
佐
賀
藩
の
英
学
の
始
ま
り

と
発
展
﹂﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術
﹄
下
︑
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
六
年
︶
一
二
一
・
一
二
二
頁
︒

︵
82
︶
石
川
寛
左
衛
門
と
は
︑
安
政
三
年
五
二
歳
︑
物
成
一
二
〇
石
︑
深
堀
在
番
︑
坂
部
又
右
衛
門
組

︵﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第
一
号
﹄
二

〇
〇
九
年
︶︒

︵
83
︶
ハ
ル
デ
ス
は
︑
文
久
元
年
三
月
五
日
︑
佐
賀
藩
士
石
川
寛
左
衛
門
・
久
保
六
之
助
・
原
元
一
郎
・

増
田
左
右
之
進
・
馬
渡
八
郎
・
秀
島
藤
之
助
・
石
丸
虎
五
郎
・
夏
秋
三
兵
衛
・
小
部
松
五
郎
・

中
牟
田
倉
之
助
の
一
〇
人
か
ら
︑
近
々
帰
国
す
る
た
め
別
れ
の
挨
拶
を
受
け
る
︵﹃
中
牟
田
倉
之

助
傳
﹄︵
中
牟
田
武
信
︑
一
九
一
九
年
︶
一
六
〇
頁
︶︒

︵
84
︶
千
住
大
之
助
は
︑
文
化
一
一
年
︵
一
八
一
四
︶
一
月
佐
賀
藩
士
田
中
忠
左
衛
門
賢
篤
の
二
男
と

し
て
生
れ
︑
二
歳
で
同
佐
賀
藩
士
千
住
彌
啓
の
養
子
と
な
る
︒
幼
名
榮
一
郎
︑
後
︑
大
之
助
︑

平
之
進
︑
代
之
助
︑
西
亭
︑
西
翁
︑
本
名
健
任
︑
通
称
代
之
助
︒
主
と
し
て
藩
主
直
正
に
仕
え

恩
寵
厚
く
内
政
に
参
画
し
た
︵﹃
佐
賀
藩
幕
末
関
係
文
書
調
査
報
告
書
﹄
一
九
頁
︶︒
安
政
三
年

四
二
歳
︑
切
二
〇
石
︑
文
学
独
看
槍
目
録
︑
鬼
丸
在
住
︑
市
佑
組
↓
弥
平
左
衛
門
組
︵﹁
安
政
年

間
の
佐
賀
藩
士
﹂︶︒
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
六
号
に
は
︑

﹁
万
延
元
年
︑
御
小
姓
頭
︑
米
七
石
充
﹂
六
二
頁
︒﹁
文
久
元
年
︑
御
小
姓
頭
︑
米
七
石
充
﹂
六

五
頁
︒
千
住
大
之
助
は
︑
熊
本
藩
士
を
迎
え
た
折
︵
嘉
永
七
年
一
月
カ
︶
の
寄
書
に
︑
萋
丁
の

名
で
﹁
自
有
蒸
氣
舩

宇
内
無
遠
近

独
特
鎖
国
論

天
地
尚
混
沌
﹂︑
西
亭
の
名
で
﹁
鎖
国
與

通
信

併
付
き
一
樽
間

夜
深
宴
未
散

且
見
五
湖
山
﹂
の
漢
詩
を
書
い
て
い
る
︵﹁
佐
賀
藩
御

鋳
立
方
田
中
虎
六
郎
の
事
績
﹂﹃
幕
末
佐
賀
藩
の
科
学
技
術
﹄
上
︑
三
二
一
・
三
二
二
頁
︶︒

︵
85
︶
横
山
平
兵
衛
は
︑
安
政
三
年
四
五
歳
︑
槍
免
状
︑
物
成
四
五
石
︑
十
間
堀
在
住
︑
弥
平
左
衛
門

組
︵﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集
第
一
号
﹄

二
〇
〇
九
年
︶︒
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
六
号
の
六
二
頁
に

は
︑﹁
万
延
元
年
︑
御
小
姓
頭
︑
米
七
石
充
﹂︑
六
五
頁
に
は
﹁
文
久
元
年
︑
御
小
姓
頭
︑
米
七

石
充
﹂
と
あ
る
︒

︵
86
︶
古
川
與
一
は
︑﹁
安
政
年
間
の
佐
賀
藩
士
﹂﹃
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
第
一
四
集

第
一
号
﹄
二
〇
〇
九
年
︶
に
は
︑
安
政
三
年
四
四
歳
︑
米
一
八
石
︑
八
幡
在
住
︑
市
佑
組
↓
播

磨
組
︒
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
六
号
六
二
頁
に
は
︑﹁
万
延

元
年
︑
御
小
姓
頭
︑
米
七
石
充
﹂︑
六
五
頁
に
は
﹁
文
久
元
年
︑
御
小
姓
頭
︑
米
七
石
充
﹂
と
あ

る
︒

︵
87
︶
現
在
﹃
三
兵
答
古
知
幾
﹄
は
︑
鍋
島
文
庫
に
鍋
９
９
１
-１
３
０
０
／
１
４
冊
︑
鍋
９
９
１
-１

３
０
１
／
３
０
冊
︑
鍋
９
９
１
-１
３
０
２
／
１
５
冊
︑
鍋
９
９
１
-１
３
０
３
／
１
５
冊
︑
鍋

９
９
１
-１
３
０
４
／
１
７
冊
が
目
録
に
挙
が
っ
て
い
る
︒

︵
佐
賀
歴
史
研
究
会
会
員
・
佐
賀
医
学
史
研
究
会
会
員
︶
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